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日
本
近
代
文
学
館
所
蔵
・
芥
川
龍
之
介
﹇
葛
巻
義
敏
あ
て
指
示
・
依
頼
メ
モ
﹈
資
料
の
翻
刻
と
一
部
解
題

　
　
　

│
「
長
江
游
記
」、「
侏
儒
の
言
葉
」、「
美
し
い
村
」、「Gaity

座
の
「
サ
ロ
メ
」」
な
ど

│

小　

澤　
　
　

純

小　

谷　

瑛　

輔

章　
　
　
　
　

瑋 

■
は
じ
め
に
（
小
澤　

純
）

　

二
〇
一
八
年
、
日
本
近
代
文
学
館
で
は
特
別
資
料
の
検
索
が
可
能
と
な
り
、『
日
本
近
代
文
学
館
所
蔵
目
録
2　

芥
川
龍
之
介
文
庫

目
録
』（
日
本
近
代
文
学
館
、
一
九
七
七・一
）
に
未
記
載
の
芥
川
龍
之
介
関
連
資
料
の
調
査
を
稿
者
は
進
め
て
い
た
が
、
日
本
近
代
文

学
館
編
『
芥
川
龍
之
介
の
書
画
』（
二
玄
社
、
二
〇
〇
九・一
〇
、
以
下
、『
書
画
』）
に
一
部
の
み
掲
載
さ
れ
た
、
芥
川
か
ら
同
居
者
で
あ

る
甥
の
葛
巻
義
敏
へ
の
様
々
な
指
示
を
記
し
た
「
葛
巻
義
敏
宛
メ
モ
」﹇T

0022137

﹈
の
存
在
を
知
り
、
概
要
に
つ
い
て
拙
稿
「
芥
川

龍
之
介
「
歯
車
」
に
宿
る
ア
ー
カ
イ
ヴ
の
病

│
日
本
近
代
文
学
館
・
山
梨
県
立
文
学
館
・
藤
沢
市
文
書
館
の
所
蔵
資
料
を
関
連
さ

せ
て
」（『
日
本
近
代
文
学
館
年
誌　

資
料
探
索
』
二
〇
一
九・三
）
の
冒
頭
で
触
れ
た
。
葛
巻
は
自
分
宛
の
メ
モ
で
あ
る
点
を
強
調
し
て
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文
学
館
に
入
れ
て
お
り
、『
書
画
』
に
も
、
原
稿
用
紙
の
裏
面
に
書
か
れ
た
メ
モ
の
み
が
写
真
版
で
載
っ
て
い
る
が
、
表
面
の
草
稿
・
書

き
反
故
も
重
要
で
あ
り
、で
き
れ
ば
裏
面
と
表
面
に
何
か
関
係
が
な
い
か
探
っ
て
み
た
か
っ
た
。
そ
の
後
、小
谷
瑛
輔
氏
と
章
瑋
氏
か
ら
、

同
資
料
に
つ
い
て
関
心
が
あ
る
こ
と
を
う
か
が
い
、
本
誌
に
共
同
執
筆
す
る
運
び
と
な
っ
た
。
日
本
近
代
文
学
館
で
特
別
資
料
の
閲
覧

申
請
を
す
る
と
、
計
九
枚
の
当
該
資
料
を
ま
と
め
て
い
た
表
紙
一
枚
と
、
裏
表
紙
と
思
し
き
原
稿
用
紙
一
枚
も
確
認
で
き
る
。
二
枚
と

も
表
面
に
は
左
下
の
欄
外
に
「（
岩
波
書
店
原
稿
用
紙
）」
の
印
字
が
あ
り
、
用
紙
は
未
記
入
で
あ
る
。
表
紙
と
し
て
使
わ
れ
た
一
枚
の

裏
面
に
は
、葛
巻
に
よ
っ
て
墨
書
で
「
家
庭
内
に
於
て
／
義
敏
宛
／
手
が
み
。」
と
記
さ
れ
、「
葛
巻
義
敏
」
の
蔵
書
印
が
押
さ
れ
て
い
た
。

裏
表
紙
の
裏
面
は
白
紙
で
あ
る
。
な
お
、近
年
刊
行
さ
れ
た『
日
本
近
代
文
学
館
所
蔵
目
録
35　

芥
川
龍
之
介
文
庫
目
録
増
補
改
訂
版
』

（
公
益
財
団
法
人
日
本
近
代
文
学
館
、
二
〇
二
三・六
、
以
下
、『
文
庫
目
録
増
補
版
』）
三
四
頁
に
は
、﹇
葛
巻
義
敏
あ
て
指
示
・
依
頼
メ

モ
﹈
計
九
枚
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
丁
寧
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。（
縦
書
き
に
直
し
、
館
内
の
資
料
記
号
を
最
初
に
置
い
た
。）

T
0022137-1　

〈（
１
）
明
貮
拾
壱
日
午
後
〜
〉

　
　
　
　
　
　
　

和
紙
１
枚　

墨
書
﹇
大
正
１
３
・
１
０
﹈・
２
０
夜　
『
芥
川
龍
之
介
の
書
画
』121-3,4

T
0022137-2　

〈
ハ
リ
ガ
ミ
一
枚
／
リ
ウ
大
人
／
ヨ
シ
坊
〉

　
　
　
　
　
　
　

原
稿
用
紙
裏
１
枚
（
表
は
﹇「
長
江
游
記 

前
置
き
」
断
簡
﹈）　

赤
イ
ン
ク

T
0022137-3　

〈
コ
ノ
原
稿
ヲ
「
文
藝
春
秋
」
ノ
使
者
ニ
渡
サ
レ
タ
シ
〜
〉
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原
稿
用
紙
裏
１
枚
（
表
は
﹇「
侏
儒
の
言
葉
（
遺
稿
）」
断
簡
﹈）　

ペ
ン
書

T
0022137-4　

〈
室
内
一
切
手
を
つ
け
ぬ
事
〉

　
　
　
　
　
　
　

原
稿
用
紙
裏
１
枚
（
表
は
﹇「
芭
蕉
雑
記
」
草
稿
Ⅰ
に
類
似
し
た
断
簡
﹈）　

赤
イ
ン
ク

T
0022137-5　

〈
よ
つ
ち
や
ん
大
王
閣
下
〜
〉

　
　
　
　
　
　
　

 
原
稿
用
紙
裏
１
枚
（
表
は
﹇「
文
藝
鑑
賞
講
座
」
断
簡
﹈　

墨
書　
﹇
大
正
１
４
﹈　
『
芥
川
龍
之
介
の
書
画
』

121-1

T
0022137-6　

〈
封
筒
を
一
束
買
は
せ
に
や
つ
て
く
れ
。
〜
〉

　
　
　
　
　
　
　

原
稿
用
紙
裏
１
枚
（
表
は
〈
九
月
二
日
。
晴
。
後
曇
り
。
〜
〉）　

ペ
ン
書

T
0022137-7　

〈
こ
の
外
に
ず
ゐ
ひ
つ
の
原
稿
を
〜
〉

　
　
　
　
　
　
　

 

原
稿
用
紙
裏
１
枚
（
表
は
﹇「
芭
蕉
雑
記
」
草
稿
Ⅵ
に
類
似
し
た
断
簡
﹈）　

墨
書　
『
芥
川
龍
之
介
の
書
画
』

121-2

T
0022137-8　

〈
こ
の
原
稿
の
番○

○

○

○

○

○

○

号
を
打
ち
直
し
、
改
造
社
の
使
に
渡
し
て
下
さ
い
。
〜
〉

　
　
　
　
　
　
　

松
屋
青
色
罫
２
０
０
字
詰
原
稿
用
紙
１
枚　

ペ
ン
書

T
0022137-9　

〈
思
想
六
月
号
を
さ
が
さ
れ
た
し
〜
〉

　
　
　
　
　
　
　

原
稿
用
紙
裏
１
枚
（
表
は
﹇「
美
し
い
村
」
未
定
稿
Ⅰ
に
類
似
し
た
断
簡
﹈）　

ペ
ン
書
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『
書
画
』
の
石
割
透
「
図
版
解
題
」
に
は
、﹇T

0022137-1

﹈、﹇T
0022137-5

﹈、﹇T
0022137-7

﹈
の
メ
モ
部
分
に
つ
い
て
の

説
明
が
あ
り
、﹇T

0022137-1

﹈
は
「
養
父
芥
川
道
章
の
弟
、
竹
内
顕
二
が
食
道
癌
で
、
一
九
二
四
年
十
月
二
十
日
逝
去
の
際
に

記
さ
れ
た
メ
モ
」
で
あ
り
、﹇T

0022137-5

﹈
に
つ
い
て
は
、「
一
九
二
五
年
（
大
正
十
四
年
）
に
記
さ
れ
た
も
の
と
推
定
」
し
、

メ
モ
中
の
「
戦
争
と
平
和
」
を
、「
春
秋
社
版
『
ト
ル
ス
ト
イ
全
集
四
、五
巻
』（
一
九
二
五
）
の
内
の
第
四
巻
か
」
と
推
測
す
る
。

な
お
、
普
及
版
『
芥
川
龍
之
介
全
集　

第
十
巻
』（
岩
波
書
店
、
一
九
三
五
・
八
）
に
は
、﹇T

0022137-2

﹈
が
書
簡
番
号
九
一
四

〔（
稿
者
注
、
大
正
十
三
年
）
八
月
田
端
、
家
に
て
。
葛
巻
義
敏
宛
〕、﹇T

0022137-7

﹈
が
書
簡
番
号
九
四
七
〔
大
正
十
三
年
田
端
、

家
に
て
、「
芭
蕉
雑
記
」
の
原
稿
と
共
に
。
葛
巻
義
敏
宛
〕、﹇T

0022137-5

﹈
が
書
簡
番
号
一
〇
七
一
〔
大
正
十
四
年
田
端
、
家

に
て
。
葛
巻
義
敏
宛
〕、﹇T

0022137-6
﹈
が
書
簡
番
号
一
一
九
三
〔
大
正
十
五
年
田
端
、
家
に
て
。
葛
巻
義
敏
宛
〕、
そ
し
て

﹇T
0022137-8

﹈
が
芥
川
最
後
の
書
簡
の
扱
い
で
、
書
簡
番
号
一
二
五
九
〔（
稿
者
注
、
昭
和
二
年
）
七
月
田
端
、
家
に
て
、「
西

方
の
人
」
原
稿
と
共
に
。
葛
巻
義
敏
宛
〕
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。﹇T

0022137-8

﹈
の
み
原
稿
用
紙
の
表
面
に
記
し
て
い
る

点
に
は
、「
西
方
の
人
」（『
改
造
』
一
九
二
七
・
八
）
及
び
遺
稿
「
続
西
方
の
人
」（『
改
造
』
一
九
二
七
・
九
）
を
完
成
さ
せ
て
い

く
創
作
姿
勢
が
反
映
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

　

本
稿
で
は
、『
書
画
』
に
全
容
が
カ
ラ
ー
掲
載
さ
れ
た
﹇T

0022137-1

﹈
を
除
く
、﹇T

0022137-2

﹈
〜
﹇T

0022137-9

﹈
計

八
枚
の
原
稿
用
紙
の
表
裏
両
面
を
写
真
版
で
掲
載
し
、﹇T

0022137-2
﹈
に
つ
い
て
は
章
、﹇T

0022137-3

﹈
に
つ
い
て
は
小
谷
、

﹇T
0022137-9

﹈
に
つ
い
て
は
小
澤
が
解
題
を
担
当
し
た
。
他
の
ま
だ
解
題
の
な
い
資
料
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
芥
川
の
芭
蕉
受
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容
に
詳
し
い
諸
氏
に
委
ね
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
本
稿
が
図
版
資
料
と
共
に
公
開
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
芥
川
研

究
が
一
歩
で
も
着
実
に
進
ん
で
い
く
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

■
図
版
及
び
翻
刻
（
章　

瑋
）

※
【
図
版
一
・
二
】﹇T

0022137-2

﹈、【
図
版
三
・
四
】﹇T

0022137-3

﹈、【
図
版
一
五
・
一
六
】﹇T

0022137-9

﹈
の
翻
刻

は
解
題
本
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。

【
図
版
】

【図版一】［T0022137-2］原稿用紙裏

【図版二】［T0022137-2］原稿用紙表
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【図版三】［T0022137-3］原稿用紙裏

【図版四】［T0022137-3］原稿用紙表

【図版五】［T0022137-4］原稿用紙裏

【図版六】［T0022137-4］原稿用紙表
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【図版七】［T0022137-5］原稿用紙裏

【図版八】［T0022137-5］原稿用紙表

【図版九】［T0022137-6］原稿用紙裏

【図版一〇】［T0022137-6］原稿用紙表
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【図版一一】［T0022137-7］原稿用紙裏

【図版一二】［T0022137-7］原稿用紙表

【図版一三】［T0022137-8］原稿用紙裏

【図版一四】［T0022137-8］原稿用紙表
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【
翻
刻
】

　

翻
刻
に
際
し
、
底
本
が
旧
字
の
場
合
は
底
本
に
従
っ
た
。
ま
た
、
／
は
改
行
を
示
し
、
判
読
で
き
な
い
部
分
は
□
で
示
し
た
。

な
お
、〔　

〕
内
は
稿
者
に
よ
る
補
足
で
あ
る
。

○
【
図
版
五
】﹇T

0022137-4

﹈
原
稿
用
紙
裏
〔
朱
墨
書
〕

　

室
内
一
切
手
を
つ
／
け
ぬ
事

○
【
図
版
六
】﹇T

0022137-4

﹈
原
稿
用
紙
表
〔
十
ノ
廿　

松
屋
製
（SM
印　

　
B

…1

）。
原
稿
用
紙
の
左
欄
外
、
青
鉛
筆
に

よ
る
「
大
正
／
十
四
年
／
十
月
」
の
書
き
込
み
が
あ
る
〕 【図版一五】［T0022137-9］原稿用紙裏

【図版一六】［T0022137-9］原稿用紙表
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し
宗
師
と
な
る
上
に
最
も
力
の
あ
つ
た
も
の
は

│
／
│
天
成
の
宗
師
だ
つ
た
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。
も
し
／
宗
師
と
云

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

へ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

╱
為
╲

ふ
言
葉
を
使
は
ず
に
す
ま
せ
た
い
と
思
ふ
／
な
ら
ば
、天
成
の
教
師
と
云
ひ
換
ひ
て
も
好
い
。「
成
／
し
得
る
も
の
は
成
し
、

為　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
中
八
九　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

╲
為
╱

厂
し
得
ざ
る
も
の
は
教
ふ
」
と
／
は
近
代
の
教

の
な
い
眞
理
で
あ
る
。
が
、
芭
蕉
は
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

╲
大
抵
間
違
ひ
╱

○
【
図
版
七
】﹇T

0022137-5
﹈
原
稿
用
紙
裏

よ
つ
ち
や
ん
大
王
／
閣
下
／
「
戦
爭
と
平
和
」
の
上○

／
巻
を
出
し
て
お
い
て
下
／
さ
れ
給
へ　

願
ひ
奉
る

○
【
図
版
八
】﹇T

0022137-5

﹈
原
稿
用
紙
表
〔（SM

印　
　

B

…1

）　10

…
…20

〕

ま
す
。
こ
れ
は
師
家
を
親
鳥
に
、
弟
子
を
そ
の
雛
に
／
譬
へ
、

○
【
図
版
九
】﹇T

0022137-6

﹈
原
稿
用
紙
裏

　
　

註
╱
束
╲

封
筒
を
一
つ
買
は
せ
に
や
つ
て
く
れ
。
／
註　

五
十
束
で
も
い
い
よ
／
龍
殿
さ
／
ま
／
義
べ
い
殿

○
【
図
版
一
〇
】﹇T

0022137-6

﹈
原
稿
用
紙
表
〔
松
屋
製
（SM

印　
　

B
…1

）　10

…20

。
書
き
出
し
は
六
行
目
か
ら
〕

九
月
二
日
。
晴
。
後
曇
り
。
／
僕
は
二
時
頃
に
校
正
を
す
ま
し
た
。
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○
【
図
版
一
一
】﹇T

0022137-7

﹈
原
稿
用
紙
裏

こ
の
外
に
／
ず
ゐ
ひ
つ
の
／
原
稿
を
忘
る
／
る
な
よ
／
龍

○
【
図
版
一
二
】﹇T

0022137-7

﹈
原
稿
用
紙
表
〔
十
ノ
廿　

松
屋
製
（SM

印　
　

B

…1

）。
書
き
出
し
は
二
行
目
か
ら
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

╱
像
╲

　
　

芭
蕉
は
大
阪
に
示
寂
し
た
後
、
忽
ち
偶
像
に
な
り
／
は
じ
め
た
。
い
や　

偶
□
に
な
つ
た
ば
か
り
で
は
な
／
い
。
俳
諧

　
　
　
　
　
　

╱
り
は
╲

の
神
に
さ
へ
な
□
□
り
□
じ
め
た
の
で
あ
／
る
。
こ
の
芭
蕉
の
神
格
化
は
そ
れ
自
身
興
味
の
あ
る
／
問
題
で
あ
ら
う
。
如

何
に
芭
蕉
は
ク
リ
ス
ト
の
や
う
／
に
奇
蹟
を
行
ふ
や
う
に
な
つ
た
か
、
如
何
に
諸
国
の
／
百
姓
町
人
は
芭
蕉
の
祠
を
崇
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

╱
門
╲　

　

╱
ク
リ
╲

る
や
う
に
な
□
つ
た
／
か
、
又
如
何
に
芭
蕉
の
十
人
た
ち
も
一
度
ス
ト
の
十
／
二
の
使
徒
の
や
う
に
多
少
の
円
光
を
帯
び

る
や
う
に
／

○
【
図
版
一
三
】﹇T

0022137-8

﹈
原
稿
用
紙
裏
〔
未
記
入
〕

○
【
図
版
一
四
】﹇T

0022137-8

﹈
原
稿
用
紙
表
〔
松
屋
製
（SM
印　

　
B

…1

）　10

…20

。
書
き
出
し
は
二
行
目
か
ら
〕

こ
の
原
稿
の
番○

○

○

○

○

○

○

号
を
打
ち
直
し
、
改
造
社
の
使
に
／
渡
し
て
下
さ
い
。
／
龍
之
介
／
義
敏
様
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■
「
長
江
」
断
簡
と
「
長
江
游
記
」
を
め
ぐ
っ
て
（
章　

瑋
）

○
【
図
版
一
】﹇T

0022137-2

﹈
原
稿
用
紙
裏
〔
朱
墨
書
〕

　
　
　

ハ
リ
ガ
ミ
一
枚
／
リ
ウ
大
人
／
ヨ
シ
坊

　
【
図
版
一
】
は
芥
川
の
葛
巻
へ
の
指
示
で
あ
る
。
校
正
用
と
思
わ
れ
る
朱
墨
を
用
い
て
、
毛
筆
で
書
か
れ
て
い
る
。
朱
筆
の
署

名
「
リ
ウ
大
人
」
と
宛
先
「
ヨ
シ
坊
」
に
は
親
し
み
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
一
点
一
画
と
丁
寧
に
書
か
れ
た
文
字
か
ら
は
、

【
図
版
一
】
は
作
品
の
朱
入
れ
が
一
段
落
し
た
後
、
落
ち
着
い
た
状
態
で
書
か
れ
た
も
の
だ
と
推
測
で
き
る
。

　

当
時
、
芥
川
が
ど
の
作
品
に
朱
を
入
れ
て
い
た
の
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、【
図
版
一
】
の
裏
面
【
図
版
二
】
に
書
か
れ
た
「
長

江
」（『
女
性
』、
一
九
二
四
・
九
）
の
関
連
直
筆
資
料
の
可
能
性
も
あ
る
。【
図
版
二
】
の
解
題
で
後
述
す
る
が
、「
長
江
」
は
【
図

版
二
】
ま
で
の
冒
頭
部
分
と
そ
れ
以
降
の
本
文
部
分
と
で
は
、
異
な
る
期
間
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
と
見
て
い
る
。【
図
版
一
】
を

書
く
ま
で
に
芥
川
が
朱
を
入
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
お
そ
ら
く
先
に
執
筆
さ
れ
た
、
現
在
所
在
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
【
図
版
二
】

以
降
の
本
文
部
分
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、【
図
版
一
】
の
中
心
と
な
る
芥
川
の
指
示
は
、
書
簡
番
号
九
一
四
と
し
て
普
及
版
『
芥
川
龍
之
介
全
集
』
第
一
〇
巻
（
岩

波
書
店
、
一
九
三
五
・
八
。
以
下
、
普
及
版
全
集
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
普
及
版
全
集
の
編
纂
に
携
わ
っ
て
い
た
葛

巻
自
身
に
よ
っ
て）

1
（

、
こ
の
指
示
に
一
九
二
四
年
「〔
八
月
田
端
、
家
に
て
。
葛
巻
義
敏
宛
〕」
の
日
付
・
発
信
地
・
宛
先
、
な
ら
び
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に
「
ハ
リ
ガ
ミ
一
枚
」
の
注
釈
「〔
ハ
リ
ガ
ミ
と
は
原
稿
用
紙
の
つ
ぎ
貼
り
な
り
〕」
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　

右
を
踏
ま
え
れ
ば
、【
図
版
一
】
は
一
九
二
四
年
八
月
頃

│
後
述
す
る
が
、
正
確
に
は
七
月
と
考
え
る
。
葛
巻
が
「
八
月
」

と
記
し
た
理
由
は
、
お
そ
ら
く
「
長
江
」
が
九
月
に
発
表
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る

│
、「
長
江
」
を
仕
上

げ
て
芥
川
が
不
要
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
【
図
版
二
】
を
裏
紙
と
し
て
用
い
て
、
葛
巻
に
「
原
稿
用
紙
の
つ
ぎ
貼
り
」
を
指
示
し

た
も
の
で
は
な
い
か
。「
長
江
」
の
本
文
部
分
が
、
先
に
執
筆
さ
れ
た
旧
稿
で
あ
れ
ば
、
部
分
的
に
「
つ
ぎ
貼
り
」
し
て
書
き
直

す
の
も
不
思
議
は
な
い
。
た
だ
し
、
実
物
を
確
認
で
き
な
い
以
上
、
あ
く
ま
で
も
推
測
に
留
め
た
い
。

　
【
図
版
一
】
か
ら
や
や
話
題
が
逸
れ
る
が
、「
原
稿
用
紙
の
つ
ぎ
貼
り
」
に
関
し
て
は
、
葛
巻
が
「
つ
ぎ
貼
り
」
に
関
与
し
た
と

思
わ
れ
る
芥
川
の
直
筆
資
料
は
多
数
あ
り
、
そ
の
多
く
は
現
在
山
梨
県
立
文
学
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
一
部
の
「
切

取
り
あ
り
」・「
切
取
ら
れ
た
残
片）

2
（

」
は
藤
沢
市
文
書
館
の
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
。

　

山
梨
県
立
文
学
館
所
蔵
資
料
の
一
部
は
現
行
版
『
芥
川
龍
之
介
全
集
』
第
二
一
〜
二
三
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
七
・
一
一
〜

一
九
九
八
・
一
）
に
翻
刻
さ
れ
、
そ
の
際
に
「
自
筆
原
稿
類
に
は
、
著
者
本
人
に
よ
る
加
筆
・
訂
正
・
削
除
・
切
り
貼
り
の
ほ
か
、

後
年
の
第
三
者
に
よ
る
と
推
定
さ
れ
る
整
理
の
跡
が
見
ら
れ
る
が
、
本
全
集
で
は
、
明
ら
か
に
こ
れ
に
該
当
す
る
と
推
定
さ
れ
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
本
文
に
採
用
し
な
か
っ
た）

3
（

」
と
い
う
方
針
に
従
っ
て
い
る
。
し
か
し
、「
後
年
の
第
三
者
に
よ

る
と
推
定
さ
れ
る
整
理
の
跡
」
は
比
較
的
に
区
別
し
や
す
い
一
方
、【
図
版
一
】
の
よ
う
な
芥
川
の
指
示
の
下
で
行
わ
れ
た
「
つ

ぎ
貼
り
」
は
、
見
分
け
る
こ
と
が
難
し
い
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
こ
の
場
合
の
よ
う
な
芥
川
の
指
示
に
よ
る
「
つ
ぎ
貼
り
」
と
、
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芥
川
の
没
後
、
葛
巻
の
意
志
に
よ
る
「
つ
ぎ
貼
り
」
と
は
、
い
ず
れ
も
葛
巻
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
慎
重
に
見
極
め
る

必
要
が
あ
る
。

○
【
図
版
二
】﹇T

0022137-2

﹈
原
稿
用
紙
表
〔
十
ノ
廿　

松
屋
製
（SM

印　
　

B

…1

）〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

╱
に
╲

　

 

の
文
章
の
愛
讀
者
諸
君
は
「
堀ほ

り
か
は
や
す

川
保
□
吉き

ち

」
に
対
す
る
や
／
う
に
、
こ
の
「
長
江
」
の
一
篇
を
も
ち
ら
り
と
目め

を
や
つ
／

て
は
く
れ
な
い
で
あ
ら
う
か
？

　
　

私わ
た
しは

長
江
を
溯

さ
か
の
ぼつ

た
時と

き

、
絶
え
ず
日に

つ
ぽ
ん本

を
懐
し
が
／
つ
て
ゐ
た
。
し
か
し
今
は
日に

つ
ぽ
ん本

に
、

│
炎え

ん
し
よ暑

の
甚
／
し
い
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

╱
ゐ
╲　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

蕪ウ
ウ

　

 

京
に
汪わ

う
や
う洋

た
る
長
江
を
懐
し
が
つ
て
る
。
長
／
江
を
？

│
い
や
、
長ち

や
う
こ
う江

ば
か
り
で
は
な
い
。
廬
／
湖フ

ウ

を
、
廬ろ

ざ
ん山

を　

 

　
　

╲
漢ハ

ン
カ
オ口

╱

　

漢ハ
ン
カ
オ口

の
薔
薇
を
、洞ど

う
て
い庭

の
波な

み

を
懐
／
し
が
つ
て
ゐ
る
。
私わ

た
しの

文
章
の
愛
讀
者
諸
君
は
「
堀ほ

り
か
は川

／
保や

す
き
ち吉

」
に
対
す
る
や
う
に
、

╲
廬ろ

ざ
ん山

╱
╲
松ま

つ

╱

　

こ
の
私
の
懐
莫ば

か迦
げ
た
私わ

た
し／

に
も
ち
ら
り
と
目め

を
や
つ
て
は
く
れ
な
い
で
あ
ら
う
か
？

　
【
図
版
二
】
は
、
一
九
二
四
年
九
月
一
日
発
行
の
『
女
性
』
第
六
巻
第
三
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
長
江）

4
（

」
の
冒
頭
、
二
〇
〇
字
詰

ば

ら

わ
た
し
当

時
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原
稿
用
紙
二
枚
中
の
二
枚
目
に
あ
た
る
部
分
の
草
稿
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
一
枚
の
前
後
、
す
な
わ
ち
冒
頭
部
分
の
一
枚
目
と
、「
一　

蕪
湖
」・「
二　

溯
江
」・「
三　

廬
山
（
上
）」・「
四　

廬
山
（
下
）」
の
四
回
で
構
成
さ
れ
る
作
品
本
文
に
関
連
す
る
草
稿
・
原
稿

等
の
所
在
は
現
在
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
関
連
直
筆
資
料
が
限
ら
れ
て
い
る
中
、
本
稿
で
は
初
出
『
女
性
』
に
加
え
、
の
ち
「
長

江
游
記
」
と
し
て
『
支
那
游
記
』（
改
造
社
、
一
九
二
五
・
一
〇
）
に
収
録
さ
れ
た
テ
ク
ス
ト
を
も
参
照
し
つ
つ
、【
図
版
二
】
の

位
置
付
け
、
ひ
い
て
は
【
図
版
二
】
か
ら
推
測
し
う
る
「
長
江
」
の
創
作
背
景
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
ま
ず
は
【
図
版
二
】
の
特

徴
を
〈
推
敲
の
痕
跡
〉・〈
振
り
仮
名
〉・〈
原
稿
用
紙
の
欄
外
〉
の
、
三
つ
の
角
度
か
ら
概
観
し
て
ゆ
く
。

〈
推
敲
の
痕
跡
〉

　

原
稿
用
紙
の
一
行
目
に
、
最
初
の
マ
ス
目
か
ら
「
の
文
章
の
愛
讀
者
諸
君
」
と
書
き
始
め
ら
れ
た
【
図
版
二
】
は
、
七
行
目
か

ら
一
〇
行
目
に
か
け
て
推
敲
の
痕
跡
が
集
中
し
て
い
る
。
七
行
目
の
行
末
に
書
き
か
け
た
廬
山
の
「
廬
」
が
蕪
湖
の
「
蕪ウ

ウ

」
に
直

さ
れ
、
八
行
目
の
行
頭
に
「
湖フ

ウ

」
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
は
、
こ
の
修
正
は
書
き
進
め
な
が
ら
行
わ
れ
た
も
の
だ
と
推
察
で

き
る
。

　

続
い
て
、
八
行
目
の
四
マ
ス
目
か
ら
一
三
マ
ス
目
に
か
け
て
書
き
込
ま
れ
、
七
行
目
と
の
行
間
寄
り
に
振
り
仮
名
ま
で
付
け
ら

れ
た
「
廬ろ

ざ
ん山

を　

漢ハ
ン
カ
オ口

の
薔ば

ら薇
を
」
は
、「
廬ろ

ざ
ん山

」・「
漢ハ

ン
カ
オ口

」・「
薔ば

ら薇
」
の
代
わ
り
に
、
九
行
目
と
の
行
間
に
「
漢ハ

ン
カ
オ口

」・「
廬ろ

ざ
ん山

」・

「
松ま

つ

」
と
書
き
、「
漢ハ

ン
カ
オ口

を　

廬ろ
ざ
ん山

の
松ま

つ

を
」
に
改
め
て
い
る
。
修
正
前
の
「
漢ハ

ン
カ
オ口

の
薔ば

ら薇
」
は
、
後
続
文
「
洞ど

う
て
い庭

の
波な

み

」
と
同
じ
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構
文
で
あ
る
た
め
、
書
き
進
め
な
が
ら
「
廬ろ

ざ
ん山

の
松ま

つ

」
に
直
し
た
の
か
、
そ
れ
と
も
「
洞ど

う
て
い庭

の
波な

み

」
の
先
ま
で
筆
を
進
め
、
後
か

ら
修
正
さ
れ
た
の
か
は
定
か
で
は
な
い
。

　

た
だ
し
、
右
に
取
り
上
げ
た
二
つ
の
修
正
が
、
い
ず
れ
も
廬
山
と
関
係
し
て
い
る
こ
と
は
看
過
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
【
図
版

二
】
の
八
行
目
ま
で
書
き
進
め
た
芥
川
は
、
こ
こ
で
文
中
に
お
け
る
廬
山
の
配
置
、
ひ
い
て
は
廬
山
の
見
せ
方

│
「
廬ろ

ざ
ん山

」
の

全
体
像
を
読
者
に
想
起
さ
せ
る
の
か
、そ
れ
と
も「
廬ろ

ざ
ん山

の
松ま

つ

」に
焦
点
を
あ
て
る
の
か

│
に
つ
い
て
熟
考
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

は
た
し
て
芥
川
は
、「
長
江
」
の
冒
頭
二
枚
の
執
筆
に
際
し
、
す
で
に
本
文
後
半
の
「
三　

廬
山
（
上
）」・「
四　

廬
山
（
下
）」

ま
で
構
想
を
終
え
、
本
文
を
引
き
立
て
る
た
め
に
冒
頭
の
修
正
を
施
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
一
端
を
示
す
手
掛
か
り
が
〈
原

稿
用
紙
の
欄
外
〉
に
残
さ
れ
て
い
る
の
で
後
ほ
ど
確
認
す
る
と
し
て
、
ま
ず
は
推
敲
の
前
後
に
お
け
る
、
廬
山
の
配
置
の
変
化
に

つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

　

芥
川
は
上
海
か
ら
長
江
を
遡
る
汽
船
に
乗
り
、
沿
岸
都
市
の
蕪
湖
と
九
江
〔
廬
山
最
寄
り
の
河
港
。
以
下
、〔　

〕
内
は
稿
者

に
よ
る
補
足
あ
る
い
は
省
略
を
示
す
〕
で
途
中
下
船
し
、
そ
れ
ぞ
れ
短
い
滞
在
を
経
て
航
路
で
漢
口
に
向
か
っ
た
。
続
い
て
漢
口

か
ら
足
を
伸
ば
し
て
長
沙
を
往
復
し
、そ
の
際
に
洞
庭
湖
に
も
立
ち
寄
っ
て
い
た
。
こ
の
経
路
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、改
め
て
【
図

版
二
】
の
七
・
八
行
目
に
目
を
向
け
る
と
、
七
行
目
の
最
後
に
書
き
か
け
た
「
廬
」
は
と
も
か
く
、「
蕪ウ

ウ
フ
ウ湖

を
」
以
下
、
抹
消
さ
れ

た
「
廬ろ

ざ
ん山

を　

漢ハ
ン
カ
オ口

の
薔ば

ら薇
を
」
ま
で
の
部
分
は
実
際
の
経
路
と
重
な
り
、
さ
ら
に
そ
の
先
に
「
洞ど

う
て
い庭

の
波な

み

」
が
待
ち
受
け
て
い

る
こ
と
に
な
る
。
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し
か
し
、
芥
川
が
施
し
た
修
正
で
は
、
あ
え
て
廬
山
と
漢
口
に
言
及
す
る
順
番
を
入
れ
替
え
て
い
る
。
こ
の
措
置
に
よ
っ
て
、

長
江
一
帯
に
土
地
勘
が
あ
る
読
者
も
、
お
そ
ら
く
当
該
箇
所
を
経
路
と
し
て
認
識
で
き
ず
、
一
種
の
整
序
さ
れ
た
文
学
的
表
現

│
「
蕪ウ

ウ
フ
ウ湖

」
や
「
漢ハ

ン
カ
オ口

」
の
よ
う
な
町
全
体
の
雰
囲
気
か
ら
、「
廬ろ

ざ
ん山

の
松ま

つ

」
や
「
洞ど

う
て
い庭

の
波な

み

」
の
よ
う
な
具
体
的
な
景
物
ま
で
、

す
べ
て
が
「
私わ

た
し」

の
「
懐
し
が
つ
て
ゐ
る
」
対
象
で
あ
る
こ
と

│
と
し
て
捉
え
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

で
は
、
芥
川
は
作
品
の
文
学
性
を
高
め
る
た
め
に
、
か
か
る
修
正
を
施
し
た
の
か
と
い
う
と
、
必
ず
し
も
そ
う
と
は
限
ら
な
い
。

あ
え
て
い
う
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
修
正
の
出
発
点
は
、
む
し
ろ
土
地
勘
が
あ
る
読
者
、
と
り
わ
け
「
一　

蕪
湖
」
に
登
場
し
、
芥
川

を
蕪
湖
に
招
待
し
た
東
京
府
立
第
三
中
学
校
時
代
の
同
級
生
西
村
貞
吉
の
よ
う
な
関
係
者
を
念
頭
に
、
長
江
を
遡
る
経
路
を
作
品

構
成
の
見
取
り
図
と
し
て
捉
え
ら
れ
な
い
よ
う
に
施
し
た
一
策
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
そ
の
理
由
は
、
や
は
り
〈
原
稿
用
紙
の

欄
外
〉
を
確
認
し
て
か
ら
に
譲
る
。

　

話
題
を
〈
推
敲
の
痕
跡
〉
に
戻
す
と
、
上
記
の
ほ
か
、
原
稿
用
紙
の
一
〇
行
目
に
も
繰
り
返
し
修
正
さ
れ
た
箇
所
が
あ
る
。
マ

ス
目
に
書
か
れ
た
「
こ
の
」
に
続
き
、
最
初
は
「
私わ

た
しの

懐
」
と
書
い
た
部
分
を
抹
消
し
、
後
続
の
マ
ス
目
で
「
莫ば

か迦
げ
た
私わ

た
し」

に

直
し
て
い
る
。
加
え
て
削
除
さ
れ
た
「
の
懐
」
の
横
、九
行
目
と
の
行
間
に
は
「
当
時
」
と
差
し
替
え
よ
う
と
し
た
痕
跡
も
あ
り
、

さ
ら
に
「
当
時
」
も
「
莫
迦
げ
」
も
取
り
消
し
線
に
よ
っ
て
消
し
て
い
る
。
し
か
し
、「
莫
迦
げ
」
に
続
く
「
た
私わ

た
し」、

お
よ
び
行

間
に
書
か
れ
た
「
莫
迦
」
の
振
り
仮
名
「
ば
か
」
は
消
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ど
う
や
ら
「
莫ば

か迦
げ
た
私わ

た
し」

の
削
除
は
途
中
で
思
い
止

ま
っ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
一
方
で
、初
出
『
女
性
』
以
降
、当
該
箇
所
は
「
私わ

た
しの

追つ
ひ
お
く
へ
き

憶
癖
」〔『
支
那
游
記
』
で
は
「
追つ

ゐ
お
く
へ
き

憶
癖
」〕
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と
な
っ
て
お
り
、
推
敲
を
重
ね
た
「
莫ば

か迦
げ
た
私わ

た
し」

よ
り
も
、
初
め
に
書
か
れ
た
「
私わ

た
しの

懐
」

│
【
図
版
二
】
に
お
い
て
三
回

も
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
「
懐
し
が
つ
て
ゐ
た
／
懐
し
が
つ
て
ゐ
る
」
を
綴
り
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か

│
に
近
い
表
現
が
用
い

ら
れ
て
い
る
。

　

主
観
的
な
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
「
私わ

た
しの

懐
」〈
し
が
つ
て
ゐ
た
／
し
が
つ
て
ゐ
る
〉
か
ら
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な

「
莫ば

か迦
げ
た
私わ

た
し」

に
改
め
よ
う
と
し
た
理
由
の
一
つ
は
、直
前
の
九
行
目
と
一
行
目
で
繰
り
返
さ
れ
る
「
私わ

た
しの

文
章
の
愛
讀
者
諸
君
」

を
意
識
す
る
あ
ま
り
の
、
自
身
の
文
章
に
対
す
る
半
ば
客
観
的
な
自
己
批
判
に
よ
る
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。【
図
版
二
】
は
、

ま
さ
に
執
筆
時
の
、
芥
川
の
こ
う
し
た
心
の
機
微
を
捉
え
た
記
録
だ
と
い
え
よ
う
。
や
が
て
こ
の
箇
所
か
ら
滲
み
出
た
感
情
の
波

が
、
初
出
誌
に
お
い
て
、
中
立
的
な
「
私わ

た
しの

追つ
ひ
お
く
へ
き

憶
癖
」
へ
と
収
斂
さ
れ
て
い
く
。

〈
振
り
仮
名
〉

　
【
図
版
二
】
に
は
複
数
の
〈
推
敲
の
痕
跡
〉
が
あ
り
、
且
つ
初
出
に
お
け
る
「
私わ

た
しの

追つ
ひ
お
く
へ
き

憶
癖
」
と
異
な
る
表
現
も
確
認
で
き
る

の
で
、
こ
の
一
枚
は
完
成
原
稿
で
は
な
く
、
そ
の
前
段
階
に
あ
た
る
草
稿
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
一
方
で
草
稿
と
は
い
え
、
総
ル
ビ

で
は
な
い
も
の
の
、「
目め

」
や
「
私わ

た
し」

の
よ
う
な
常
用
漢
字
ま
で
振
り
仮
名
が
付
け
ら
れ
て
い
る
点
か
ら
、
下
書
き
と
も
一
線
を

画
し
て
い
る
。

　
【
図
版
二
】
に
お
け
る
振
り
仮
名
の
特
徴
を
確
認
し
て
い
く
と
、
例
え
ば
八
行
目
で
抹
消
さ
れ
た
「
廬ろ

ざ
ん山

を　

漢ハ
ン
カ
オ口

の
薔ば

ら薇
を
」
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の
よ
う
に
、
抹
消
さ
れ
た
部
分
ま
で
振
り
仮
名
が
付
い
て
い
る
。
通
常
、
原
稿
用
紙
を
最
後
ま
で
埋
め
て
か
ら
振
り
仮
名
を
付
け

る
場
合
、
抹
消
し
た
部
分
は
付
け
る
必
要
が
な
い
。
裏
を
返
せ
ば
、【
図
版
二
】
は
書
き
進
め
な
が
ら
振
り
仮
名
を
付
け
て
い
た

こ
と
に
な
る
。
加
え
て
、
下
書
き
の
つ
も
り
で
書
い
た
草
稿
で
あ
れ
ば
、【
図
版
三
】
か
ら
【
図
版
一
六
】
ま
で
の
よ
う
に
、
常

用
漢
字
は
お
ろ
か
、
振
り
仮
名
自
体
を
付
け
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

要
す
る
に
、結
果
的
に
草
稿
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
【
図
版
二
】
は
、当
初
は
完
成
原
稿
と
し
て
執
筆
し
つ
つ
も
、お
そ
ら
く
〈
推

敲
の
痕
跡
〉
で
述
べ
た
原
稿
用
紙
一
〇
行
目
の
修
正
が
意
に
満
た
な
か
っ
た
た
め
、反
故
に
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
る
。

実
際
に
【
図
版
二
】
を
初
出
『
女
性
』
所
収
テ
ク
ス
ト
と
照
合
し
て
み
て
も
、『
女
性
』
が
総
ル
ビ
で
あ
る
こ
と
を
除
け
ば
、
両

者
の
相
違
が
「
私わ

た
しの

追つ
ひ
お
く
へ
き

憶
癖
」
に
関
す
る
一
箇
所
に
限
ら
れ
る
こ
と
も
、
右
の
推
測
の
傍
証
と
な
り
う
る
。
完
成
原
稿
が
所
在
不

明
と
な
っ
た
今
、プ
レ
完
成
原
稿
と
も
称
し
う
る
【
図
版
二
】
は
、「
長
江
」
な
い
し
「
長
江
游
記
」
の
創
作
背
景
を
探
る
う
え
で
、

欠
か
せ
な
い
存
在
と
い
え
よ
う
。

〈
原
稿
用
紙
の
欄
外
〉

　
〈
振
り
仮
名
〉
に
加
え
、【
図
版
二
】
に
は
も
う
一
つ
の
特
徴
が
あ
る
。
一
〇
行
×
二
〇
マ
ス
か
ら
な
る
二
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙

の
左
側
、
欄
外
余
白
に
一
一
行
目
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
記
号
を
含
め
て
二
二
文
字
を
有
す
る
一
一
行
目
は
、
新
し
い

原
稿
用
紙
に
書
く
場
合
は
二
行
に
わ
た
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、芥
川
は
あ
え
て
原
稿
用
紙
を
替
え
ず
、余
白
下
部
の
印
字
「
十
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ノ
廿　

松
屋
製
」
に
も
注
意
し
つ
つ
、
文
字
の
間
隔
を
詰
め
な
が
ら
一
行
で
書
い
て
い
る
。
で
は
、
芥
川
は
な
ぜ
原
稿
用
紙
を
替

え
な
か
っ
た
の
か
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　

主
な
理
由
は
二
つ
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。

　

第
一
に
、【
図
版
二
】
の
一
一
行
目
を
書
く
前
か
ら
、
芥
川
は
す
で
に
「
長
江
」
の
冒
頭
部
分
に
お
い
て
、
残
り
の
文
章
が
お

よ
そ
一
行
に
収
め
ら
れ
る
こ
と
を
予
見
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。
実
際
に
、
九
行
目
か
ら
一
一
行
目
に
か
け
て
書
か
れ
た
「
私わ

た
しの

文

章
の
愛
讀
者
諸
君
は
「
堀ほ

り

川か
は

保や
す

吉き
ち

」
に
対
す
る
や
う
に
、こ
の
」「
に
も
ち
ら
り
と
目め

を
や
つ
て
は
く
れ
な
い
で
あ
ら
う
か
？
」
は
、

一
行
目
か
ら
三
行
目
に
か
け
て
書
か
れ
た
前
段
落
の
末
尾
の
反
復
で
あ
り
、
前
段
落
中
の
「「
長
江
」
の
一
篇
」
と
対
応
す
る
箇

所

│
初
出
に
お
け
る
「
私わ

た
しの

追つ
ひ
お
く
へ
き

憶
癖
」

│
以
外
は
同
文
で
あ
る
。【
図
版
二
】
の
段
階
で
、
ま
だ
「
私わ

た
しの

追つ
ひ
お
く
へ
き

憶
癖
」
に
た
ど

り
着
い
て
い
な
い
と
は
い
え
、
少
な
く
と
も
九
行
目
ま
で
書
き
進
め
た
時
点
で
は
、
す
で
に
冒
頭
部
分
の
終
結
は
決
め
て
い
た
と

見
え
る
。一
度
書
い
た
文
章
の
繰
り
返
し
で
あ
れ
ば
字
数
も
把
握
で
き
、新
し
い
原
稿
用
紙
に
替
え
る
ほ
ど
で
は
な
い
と
考
え
、【
図

版
二
】
の
欄
外
余
白
に
残
り
の
文
章
を
詰
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

第
二
に
、【
図
版
二
】
ま
で
の
冒
頭
部
分
以
降
の
文
章
、
つ
ま
り
「
一　

蕪
湖
」
か
ら
「
四　

廬
山
（
下
）」
ま
で
の
「
長
江
」

の
本
文
は
先
に
書
か
れ
た
旧
稿
で
あ
り
、『
女
性
』
へ
の
発
表
に
合
わ
せ
て
、
新
た
に
【
図
版
二
】
を
含
め
た
冒
頭
部
分
を
付
け

加
え
た
可
能
性
が
あ
る
。
既
存
の
旧
稿
に
一
行
余
り
を
書
き
足
す
こ
と
よ
り
も
、
書
き
下
ろ
し
の
【
図
版
二
】
の
方
が
体
裁
を
整

え
や
す
い
の
で
、
現
在
の
形
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
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右
に
述
べ
た
仮
説
は
、【
図
版
二
】
以
外
の
関
連
直
筆
資
料
が
現
存
し
な
い
た
め
、
確
証
は
得
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
芥
川
の
書

簡
の
中
に
、
裏
付
け
と
な
る
言
及
は
確
認
で
き
る
。
一
九
二
一
年
三
月
一
九
日
か
ら
七
月
中
旬
に
か
け
て
行
わ
れ
た
中
国
旅
行
の

翌
年
、
一
九
二
二
年
三
月
一
九
日
付
西
村
貞
吉
に
宛
て
た
書
簡
に
お
い
て
、
芥
川
は
「
今
日
か
ら
長
江
游
記
を
書
き
出
し
た
第
一

回
は
西
村
貞
吉
と
云
ふ
題
だ
か
ら
そ
の
つ
も
り
で
ゐ
ろ
東
京
は
春
暖
梅
白
去
つ
て
桃
紅
来
つ
て
ゐ
る
又
支
那
へ
行
き
た
く
な
つ
た

が
金
が
な
い）

5
（

」
と
記
し
て
い
る
。

　

こ
の
西
村
は
〈
推
敲
の
痕
跡
〉
で
述
べ
た
よ
う
に
、
芥
川
の
中
学
時
代
の
同
級
生
で
あ
り
、
彼
を
長
江
の
沿
岸
都
市
蕪
湖
に
招

い
た
人
物
で
あ
る
。
西
村
と
別
れ
て
帰
国
し
た
芥
川
が
そ
の
一
年
後
、
殊
更
に
中
国
に
い
る
西
村
に
、「
今
日
か
ら
長
江
游
記
を

書
き
出
し
た
第
一
回
は
西
村
貞
吉
と
云
ふ
題
だ
」
と
伝
え
て
い
る
こ
と
は
、実
際
に
こ
の
頃
、西
村
が
登
場
す
る
「
長
江
游
記
」「
第

一
回
」
の
執
筆
に
取
り
掛
か
っ
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
一
方
で
、
一
九
二
四
年
九
月
発
行
の
『
女
性
』
に
掲
載
さ
れ
た

「
長
江
」
は
と
い
う
と
、
書
簡
で
言
及
さ
れ
た
標
題
「
長
江
游
記
」
と
回
の
タ
イ
ト
ル
「
第
一
回
」「
西
村
貞
吉
」
と
や
や
異
な
る

も
の
の
、【
図
版
二
】
に
書
か
れ
た
冒
頭
部
分
の
直
後
に
、
や
は
り
西
村
の
こ
と

│
「
私
は
西
村
貞
吉
と
一
し
よ
に
蕪
湖
の
往

来
を
歩
い
て
ゐ
た）

6
（

」

│
か
ら
書
き
出
さ
れ
た
「
一　

蕪
湖
」
が
続
い
て
い
る
。
そ
し
て
一
九
二
五
年
一
〇
月
刊
行
の
『
支
那
游

記
』
に
は
、『
女
性
』
掲
載
時
の
標
題
「
長
江
」
が
「
長
江
游
記
」
に
改
め
ら
れ
、【
図
版
二
】
を
含
め
た
冒
頭
部
分
に
小
見
出
し

「
前
置
き
」
が
付
け
ら
れ
た
と
い
っ
た
変
更
点
は
あ
る
が
、
本
文
が
西
村
の
こ
と
を
書
い
た
「
一　

蕪
湖
」
か
ら
始
ま
っ
て
い
る

こ
と
に
変
更
は
な
い
。
要
す
る
に
、「
長
江
」
な
い
し
「
長
江
游
記
」
の
本
文
「
一　

蕪
湖
」
の
内
容
か
ら
見
て
も
、
西
村
宛
書
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簡
と
大
き
な
矛
盾
は
な
く
、
一
九
二
二
年
三
月
一
九
日
頃
に
す
で
に
執
筆
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

そ
し
て
西
村
宛
書
簡
の
ほ
か
、
同
時
期
に
大
阪
毎
日
新
聞
社
〔
以
下
、
大
毎
〕
の
学
芸
部
長
薄
田
泣
菫
に
宛
て
た
書
簡
に
お
い

て
も
「
長
江
游
記
」
に
言
及
し
て
い
る
。
以
下
、
薄
田
宛
書
簡
四
通
の
当
該
箇
所
を
引
用
し
、
時
系
列
に
沿
っ
て
確
認
し
て
ゆ
く
。

【
書
簡
一
】
一
九
二
二
年
二
月
一
〇
日）

7
（

〔
傍
線
は
稿
者
に
よ
る
、
以
下
同
じ
〕

啓
菊
池
の
病
気
や
何
か
の
為
江
南
游
記
掉
尾
の
原
稿
遅
滞
を
来
た
し
御
気
の
毒
に
存
じ
ま
す
さ
て
同
游
記
も
廿
九
回
を
以
て

一
段
落
つ
き
ま
し
た
が
今
度
は
長
江
游
記
へ
と
り
か
か
る
前
に
一
週
間
程
息
つ
ぎ
を
し
ま
す
し
ま
す
と
い
ふ
よ
り
さ
せ
て
下

さ
い
一
日
四
五
枚
書
き
つ
づ
け
る
の
は
中
々
楽
ぢ
や
あ
り
ま
せ
ん
し
か
し
読
者
退
屈
と
あ
ら
ば
何
時
ま
で
も
延
期
し
て
よ
ろ

し
い
当
方
の
考
へ
で
は
長
江
游
記
、
湖
北
游
記
、
河
南
游
記
、
北
京
游
記
、
大
同
游
記
と
さ
き
が
遼
遠
故
こ
れ
か
ら
は
あ
ま

り
油
を
売
ら
ず
一
游
記
五
回
乃
至
十
回
で
進
行
し
た
い
と
思
つ
て
ゐ
ま
す　

以
上

【
書
簡
二
】
一
九
二
二
年
二
月
一
八
日

冠
省
度
々
御
手
紙
い
た
ゞ
き
申
訣
無
之
候
サ
ン
デ
イ
の
小
説
は
必
書
く
べ
く
候
間
御
休
神
下
さ
れ
度
候
支
那
紀
行
も
廬
山
ま

で
書
き
居
り
、
こ
れ
も
書
き
続
け
た
く
存
候
へ
ど
も
何
分
に
も
健
康
す
ぐ
れ
ず
、
少
し
暖
か
に
で
も
相
成
り
候
は
ゞ
書
き
続

け
む
と
存
居
候
こ
の
頃
雑
誌
に
も
小
説
を
書
か
ず
旧
稿
に
手
を
入
れ
た
る
位
に
て
お
茶
を
濁
し
居
る
始
末
、〔
…
〕

【
書
簡
三
】
一
九
二
二
年
二
月
（
年
月
推
定
）〔
転
載）

8
（

〕
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〔
…
〕

去
年
の
春
見
し
長
江
の
旅
日
記
け
ふ
書
き
し
か
ば
や
が
て
送
ら
む

旅
日
記
と
く
か
け
と
云
ふ
君
の
文
見
の
つ
ら
け
れ
ば
二
日
見
ず
け
り

神
経
衰
弱
癒
え
ず
ぬ
ば
玉
の
夢
の
み
見
つ
つ
安
い
せ
ず
わ
れ
は

二
伸

マ
ガ
ジ
ン
・
セ
ク
シ
ヨ
ン
ヘ
は
そ
の
中
に
何
か
書
き
ま
す
。
何
し
ろ
方
々
の
催
促
に
や
り
切
れ
ぬ
故
、
け
ふ
鵠
沼
に
踏
晦
し
、

二
三
日
静
養
し
た
上
、
紀
行
及
び
マ
ガ
ジ
ン
・
セ
ク
シ
ヨ
ン
ヘ
取
り
か
か
り
ま
す
。

【
書
簡
四
】
一
九
二
二
年
五
月
二
八
日

拝
啓
長
崎
へ
参
る
の
途
大
阪
の
社
へ
よ
る
べ
き
所
長
江
游
記
の
稿
未
成
ら
ず
恐
縮
の
余
り
近
づ
き
が
た
し
長
崎
滞
在
中
作
る

所
の
小
品
一
篇
、
マ
ガ
ジ
ン
セ
ク
シ
ヨ
ン
の
原
稿
に
さ
し
上
げ
候
間
御
落
手
下
さ
れ
度
、
追
つ
て
帰
京
後
は
き
つ
と
長
江
游

記
に
と
り
か
か
り
申
す
べ
く
候　

以
上）

9
（

　

一
九
二
二
年
一
月
一
日
か
ら
二
月
一
三
日
〔
休
載
を
含
む
〕
ま
で
、
芥
川
は
「
大
阪
毎
日
新
聞
」
紙
上
で
二
九
回
に
わ
た
っ
て

「
江
南
游
記
」
を
連
載
し
た
。【
書
簡
一
】
に
よ
れ
ば
、「
江
南
游
記
」
最
終
回
の
原
稿
を
送
稿
し
た
の
ち
の
二
月
一
〇
日
頃
、
芥

川
は
薄
田
に
「
長
江
游
記
」
の
連
載
を
予
定
し
て
い
る
こ
と
、
な
ら
び
に
以
降
は
「
一
游
記
五
回
乃
至
十
回
」
の
ペ
ー
ス
で
進
み
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た
い
こ
と
な
ど
、具
体
的
な
執
筆
計
画
を
報
告
し
た
う
え
で
、「
一
週
間
程
息
つ
ぎ
」を
求
め
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
約
一
週
間
が
経
っ

た
二
月
一
八
日
に
、【
書
簡
二
】
に
よ
れ
ば
、「
支
那
紀
行
」
は
「
廬
山
ま
で
」
書
き
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
先
は
健
康
上
の

問
題
を
理
由
に
、寒
気
が
落
ち
着
く
ま
で
執
筆
を
延
ば
し
て
い
る
。
そ
し
て
二
月
二
二
日
付）

10
（

の
【
書
簡
三
】
に
お
い
て
、【
書
簡
二
】

で
言
及
さ
れ
た
「
支
那
紀
行
」
が
「
長
江
の
旅
日
記
」、
つ
ま
り
【
書
簡
一
】
の
「
長
江
游
記
」
で
あ
る
こ
と
、
な
ら
び
に
芥
川

が
そ
の
完
成
を
さ
ら
に
先
延
ば
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
最
後
に
【
書
簡
四
】
で
は
、【
書
簡
三
】
か
ら
三
か
月
が
経
過

し
た
五
月
二
八
日
に
な
っ
て
も
、
先
に
引
用
し
た
三
月
一
九
日
付
西
村
宛
書
簡
に
示
さ
れ
て
い
た
よ
う
な
進
展
は
あ
る
が
、「
長

江
游
記
の
稿
未
成
ら
ず
」
の
窮
地
か
ら
は
脱
却
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
窺
え
る
。

　

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
芥
川
が
い
か
に
「
長
江
游
記
」
の
執
筆
か
ら
目
を
背
け
て
き
た
か
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
む
し

ろ
一
九
二
二
年
の
「
江
南
游
記
」
完
結
後
、
一
週
間
空
く
か
否
や
、
す
ぐ
「
長
江
游
記
」
の
執
筆
に
取
り
掛
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

「
長
江
游
記
」
は
最
終
的
に
「
大
阪
毎
日
新
聞
」
紙
上
に
掲
載
さ
れ
な
か
っ
た
と
は
い
え
、【
書
簡
一
】
か
ら
【
書
簡
四
】
ま
で
の

約
三
か
月
の
間
に
取
り
組
ん
で
き
た
作
品
が
、
原
稿
の
一
枚
も
仕
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
考
え
に
く
い
。
ま
た
、
芥
川
に
関

し
て
は
【
書
簡
二
】
に
「
こ
の
頃
雑
誌
に
も
小
説
を
書
か
ず
旧
稿
に
手
を
入
れ
た
る
位
に
て
お
茶
を
濁
し
居
る
始
末
」
と
あ
る
よ

う
に
、
旧
稿
に
手
を
加
え
て
発
表
す
る
こ
と
は
珍
し
く
な
い）

11
（

。
い
ず
れ
発
表
す
る
こ
と
を
見
越
し
て
、
一
九
二
二
年
に
執
筆
し
た

「
長
江
游
記
」
も
芥
川
の
手
元
に
置
い
て
い
た
と
考
え
た
い
。
そ
れ
が
西
村
宛
書
簡
と
関
係
す
る
「
長
江
」
の
「
一　

蕪
湖
」
や
、

薄
田
宛
【
書
簡
二
】
に
言
及
す
る
と
こ
ろ
の
「
廬
山
」
と
関
係
す
る
「
長
江
」
の
「
三　

廬
山
（
上
）」・「
四　

廬
山
（
下
）」
で
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あ
れ
ば
、
一
九
二
四
年
に
『
女
性
』
で
発
表
さ
れ
た
「
長
江
」
は
、
本
文
の
ベ
ー
ス
と
な
る
原
稿
の
大
半
が
二
年
前
に
で
き
て
い

た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
、「
長
江
」
の
発
表
か
ら
さ
ら
に
一
年
経
っ
た
一
九
二
五
年
、「
長
江
游
記
」
と
し
て
『
支
那
游
記
』
に

収
録
さ
れ
た
際
に
、同
書
の
巻
頭
を
飾
っ
た
「
自
序
」
に
お
け
る
「
そ
れ
か
ら
日
本
へ
帰
つ
た
後
、「
上
海
游
記
」
や
「
江
南
游
記
」

を
一
日
に
一
回
づ
つ
執
筆
し
た
。「
長
江
游
記
」
も
「
江
南
游
記
」
の
後
に
や
は
り
一
日
に
一
回
づ
つ
執
筆
し
か
け
た
未
成
品
で

あ
る）

12
（

」
と
も
一
致
し
て
い
る
。

　

一
方
で
、【
図
版
二
】
を
含
め
た
冒
頭
部
分
の
二
枚
は
、
一
枚
目
が
現
存
し
な
い
た
め
『
女
性
』
か
ら
引
用
す
る
と
、
書
き
出

し
に
「
こ
れ
は
三
年
前
支
那
に
遊
び
、
長
江
を
溯
つ
た
時
の
紀
行
で
あ
る）

13
（

」
と
あ
る
よ
う
に
、
一
九
二
一
年
の
中
国
旅
行
か
ら
数

え
て
三
年
後
の
一
九
二
四
年
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
書
き
出
し
の
ほ
か
に
、【
図
版
二
】
で
二
回
に
わ
た
っ
て
繰
り
返
さ

れ
た
「
堀ほ

り

川か
は

保や
す

吉き
ち

」

│
「
私わ

た
しの

文
章
の
愛
讀
者
諸
君
は
「
堀ほ

り

川か
は

保や
す

吉き
ち

」
に
対
す
る
や
う
に
」
と
書
か
れ
て
い
る
の
で
、「
堀ほ

り

川か
は

保や
す

吉き
ち

」
は
新
し
い
登
場
人
物
で
は
な
く
、「
私わ

た
しの

文
章
の
愛
讀
者
諸
君
」
な
ら
ば
知
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
、
コ
ン
テ
ク
ス
ト
と

し
て
の
「
堀ほ

り

川か
は

保や
す

吉き
ち

」
と
捉
え
ら
れ
る

│
や
「
炎え

ん
し
よ暑

の
甚
し
い
東
京
」
か
ら
も
執
筆
期
間
を
推
定
で
き
る
。

　

ま
ず
は
「
堀ほ

り

川か
は

保や
す

吉き
ち

」
か
ら
見
て
い
く
と
、
芥
川
に
は
「
堀ほ

り

川か
は

保や
す

吉き
ち

」
を
視
点
人
物
と
す
る
、〈
保
吉
も
の
〉
と
呼
ば
れ
る
一

連
の
作
品
群
が
あ
る
。
そ
の
定
義
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　
〔
…
〕
そ
の
最
初
の
作
品
は
、「
魚
河
岸
」（『
婦
人
公
論
』
一
九
二
二
・
八
）
で
あ
る
が
、
こ
の
作
品
は
、
初
出
時
に
は
「
わ
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た
し
」
の
体
験
と
し
て
書
か
れ
て
い
た
も
の
を
、『
黄
雀
風
』（
一
九
二
四
・
七
）
に
収
め
る
時
に
、「
保
吉
」
に
変
え
た
も
の

で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
同
じ
作
品
集
に
収
め
ら
れ
た
「
保
吉
の
手
帳
か
ら
」（
初
出
『
改
造
』
一
九
二
三
・
五
た
だ
し
初
出
時

の
題
は
「
保
吉
の
手
帳
」）、「
少
年
」「
お
時
儀
」「
文
章
」「
寒
さ
」「
あ
ば
ば
ば
ば
」「
或
恋
愛
小
説
」
が
、
す
べ
て
保
吉
と

い
う
視
点
人
物
に
よ
っ
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
に
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
し
、『
夜
来
の
花
』
縮
刷
本
（
一
九
二
四
・
五
）

の
巻
末
広
告
に
は
、「
堀
川
保
吉　

創
作
集
（
近
刊
）」
と
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
堀
川
保
吉
の
眼
に
映
じ
た
人
生
風
景
と
し

て
、
そ
れ
ら
を
ま
と
め
る
意
図
が
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
し
か
も
初
出
「
保
吉
の
手
帳
」
に
は
前
文
が
あ
っ
て
、
保
吉

が
東
京
の
人
で
、
二
五
歳
か
ら
二
七
歳
ま
で
海
軍
の
学
校
に
奉
職
し
て
い
た
こ
と
と
、
そ
の
間
の
見
聞
を
収
録
し
た
ノ
ー
ト

が
こ
の
小
品
で
あ
る
こ
と
と
を
言
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
保
吉
と
は
、
五
年
ほ
ど
前
の
芥
川
自
身
で
も
あ
っ
た）

14
（

。

　

右
の
引
用
に
お
い
て
、
と
り
わ
け
〈
保
吉
も
の
〉
に
関
連
す
る
作
品
・
作
品
集
の
刊
行
日
に
注
目
し
た
い
。〈
保
吉
も
の
〉
の

嚆
矢
と
な
る
「
魚
河
岸
」
は
一
九
二
二
年
八
月
発
行
の
『
婦
人
公
論
』
第
七
年
第
九
号
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
が
、
発
表
当

初
に
は
「
保
吉
」
は
登
場
し
て
お
ら
ず
、
一
九
二
四
年
七
月
に
刊
行
さ
れ
た
芥
川
の
第
七
短
編
集
『
黄
雀
風
』（
新
潮
社
）
に
収

録
さ
れ
た
際
に
、「
わ
た
し
」
か
ら
「
保
吉
」
に
改
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
一
九
二
二
年
と
は
「
江
南
游
記
」
が
「
大
阪
毎
日

新
聞
」
に
連
載
さ
れ
た
年
で
あ
り
、
ま
た
、
二
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
、
芥
川
が
複
数
回
に
わ
た
っ
て
西
村
や
薄
田
と
「
長
江
游

記
」
に
つ
い
て
文
通
し
た
年
で
も
あ
る
。
そ
の
年
の
八
月
に
発
表
さ
れ
た
「
魚
河
岸
」
に
、「
保
吉
」
が
登
場
し
て
い
な
い
と
い
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う
こ
と
は
、
こ
の
時
点
で
「
魚
河
岸
」
は
「
堀ほ

り

川か
は

保や
す

吉き
ち

」
が
登
場
す
る
【
図
版
二
】
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
な
り
え
な
い
。
続
い
て

「
魚
河
岸
」
の
次
に
発
表
さ
れ
、「
保
吉
」
も
登
場
し
て
い
る
作
品
は
一
九
二
三
年
五
月
発
行
の
『
改
造
』
第
五
巻
第
五
号
に
掲
載

さ
れ
た
「
保
吉
の
手
帳
」
で
あ
る
。
コ
ン
テ
ク
ス
ト
が
存
在
す
る
こ
と
を
前
提
と
す
れ
ば
、【
図
版
二
】
の
執
筆
期
間
の
上
限
は
「
保

吉
の
手
帳
」
が
発
表
さ
れ
た
一
九
二
三
年
五
月
以
降
に
な
る
。

　

し
か
し
、「
保
吉
の
手
帳
」
の
一
篇
の
み
で
、登
場
人
物
の
「
保
吉
」
を
【
図
版
二
】
に
書
か
れ
た
「
私わ

た
しの

文
章
の
愛
讀
者
諸
君
」

が
共
有
し
う
る
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
押
し
上
げ
ら
れ
る
か
と
い
う
と
、
お
そ
ら
く
十
分
と
い
え
な
い
。
と
な
る
と
、
注
目
す
べ
き
な

の
は
や
は
り
収
録
作
品
全
一
六
篇
中
、〈
保
吉
も
の
〉
が
後
半
の
八
篇
を
連
ね
る
『
黄
雀
風
』
で
あ
る
。
一
九
二
四
年
七
月
に
刊

行
さ
れ
た
『
黄
雀
風
』
は
、
同
年
九
月
に
発
行
さ
れ
た
「
長
江
」
の
初
出
誌
『
女
性
』
よ
り
、
刊
行
日
が
二
か
月
ほ
ど
先
行
し
て

い
る
。「
私わ

た
しの

文
章
の
愛
讀
者
諸
君
」
で
あ
れ
ば
、
こ
の
二
か
月
の
間
に
『
黄
雀
風
』
を
手
に
入
れ
て
〈
保
吉
も
の
〉
を
通
読
し
、

視
点
人
物
の
「
保
吉
」
に
馴
染
ん
だ
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
し
て
記
憶
も
新
し
い
う
ち
に
『
女
性
』
誌
上
で
「
堀ほ

り

川か
は

保や
す

吉き
ち

」

と
再
会
し
、「
長
江
」
を
〈
保
吉
も
の
〉
の
延
長
線
上
に
あ
る
作
品
と
し
て
享
受
で
き
る
。
ま
た
、「
私わ

た
しの

文
章
の
愛
讀
者
」
と
自

任
し
な
が
ら
も
「
堀ほ

り

川か
は

保や
す

吉き
ち

」
に
馴
染
み
の
少
な
い
読
者
は
、「
長
江
」
を
契
機
に
、
ま
だ
書
店
の
店
頭
に
並
ん
で
い
る
の
で
あ

ろ
う
『
黄
雀
風
』
を
入
手
で
き
る
。
つ
ま
り
自
著
の
宣
伝
を
も
兼
ね
ら
れ
る
こ
と
が
、【
図
版
二
】
の
よ
う
に
「
堀ほ

り

川か
は

保や
す

吉き
ち

」
の

名
を
「
長
江
」
の
冒
頭
部
分
に
記
し
、
旧
稿
「
長
江
游
記
」
に
付
け
加
え
た
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
挙
げ
ら
れ
よ
う
。『
黄
雀
風
』
の

刊
行
日
が
一
九
二
四
年
七
月
一
八
日）

15
（

で
あ
る
の
に
対
し
、「
長
江
」
を
掲
載
し
た
『
女
性
』
当
該
号
の
印
刷
納
本
日
が
同
年
八
月
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七
日）

16
（

│
印
刷
納
本
日
が
正
し
け
れ
ば
、
こ
の
日
ま
で
に
「
長
江
」
は
脱
稿
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る

│
で
あ
り
、
両
者
が
僅

か
三
週
間
し
か
前
後
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
、
互
い
の
関
係
性
が
窺
え
る
。

　

続
い
て
、「
炎え

ん
し
よ暑

の
甚
し
い
東
京
」
に
つ
い
て
確
認
す
る
。【
図
版
二
】
を
含
め
た
「
長
江
」
の
冒
頭
部
分
に
書
か
れ
た
「
炎え

ん
し
よ暑

の
甚
し
い
東
京
」
は
、
掲
載
誌
『
女
性
』
の
「
編
輯
後
記
」
に
記
さ
れ
て
い
る
「
※
恐
ろ
し
い
暑
さ
だ
。
人
を
気
違
ひ
に
す
る
や

う
な
暑
さ
だ
。〔
…
〕
不
安
と
焦
燥
と
恐
怖
と
の
夏
だ）

17
（

」
の
一
節
と
一
致
し
て
お
り
、
前
述
し
た
当
該
号
の
印
刷
納
本
日
と
併
せ

て
見
れ
ば
、
い
ず
れ
も
一
九
二
四
年
八
月
七
日）

18
（

以
前
の
猛
暑
を
指
し
て
い
る
こ
と
が
推
察
で
き
る
。
そ
れ
で
は
一
九
二
四
年
の
東

京
は
い
か
に
暑
か
っ
た
の
か
。「
東
京
朝
日
新
聞
」
か
ら
い
く
つ
か
の
記
事
を
引
用
す
る
。

【
六
月
二
四
日
（
夕
刊
二
面
）】「
今
年
一
番
の
暑
さ　

午
前
七
時
七
十
度
七
分　

続
く
蒸
暑
さ
」

〔
…
〕
二
十
三
日
朝
六
時
東
京
の
気
温
は
華
氏
の
七
十
度
七
分
〔
摂
氏
二
一
・
五
度
〕
と
い
ふ
真
夏
に
も
適
し
い
暑
さ
を
示
し
、

同
時
刻
に
於
け
る
気
温
と
し
て
は
今
年
初
め
て
の
暑
さ
だ
つ
た
、〔
…
〕

【
七
月
八
日
（
朝
刊
七
面
）】「
け
ふ
は
驟
雨
が
来
る
か　

昨
日
の
暑
さ
九
十
度
を
突
破
し
た　

気
象
台
観
測
」

〔
…
〕
七
日
の
最
高
温
度
は
九
十
度
〔
約
摂
氏
三
二
・
二
度
〕
を
突
破
し
た
、
市
民
は
全
く
茹
ら
れ
た
や
う
に
、
こ
れ
か
ら
先

の
暑
さ
を
ど
う
か
と
心
配
し
て
ゐ
る
、
気
象
台
の
話
に
依
る
と

　
『
六
日
以
来
気
圧
の
配
置
が
悉
皆
真
夏
の
状
態
に
な
つ
た
の
で
暑
さ
が
急
に
酷
ど
く
な
り
今
後
暫
く
こ
の
天
候
は
続
く
か
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も
知
れ
な
い
、七
日
な
ど
は
平
年
よ
り
四
度
〔
約
摂
氏
二
・
二
度
〕
以
上
も
暑
く
一
般
に
昨
年
に
比
し
て
高
温
の
や
う
だ
、〔
…
〕

【
七
月
九
日
（
朝
刊
一
一
面
）】「
暑●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

さ
に
襲
は
る
ゝ
大
東
京　

然
し
こ
の
暑
さ
が
続
け
ば
豊
年
」

暑
い
、

│
ま
だ
七
月
の
初
め
だ
と
い
ふ
の
に
、
早
く
も
酷
暑
は
東
京
に
来
た
、
八
日
中
央
気
象
台
で
計
つ
た
温
度
が

八
十
五
度
三
分
〔
約
摂
氏
二
九
・
六
度
〕
藤
原
博
士
も
『
今
年
は
平
年
よ
り
暑
さ
が
非
常
に
早
か
つ
た
、〔
…
〕
去
年
の
八
月

は
近
年
に
な
い
暑
さ
だ
つ
た
が
、
今
年
も
そ
の
二
の
舞
を
演
じ
さ
う
だ
』
と
云
つ
て
居
る

【
七
月
二
六
日
（
朝
刊
七
面
）】「
ゆ
ふ
べ
の
暑
さ　

夜
中
で
八
十
八
度　

午△

△

△

△

△

△

△

△

△

後
十
一
時
に
調
べ
た　

各
警
察
署
の
寒
暖
計
」

〔
…
〕
き
の
ふ
の
暑
さ
は
ま
た
格
別
で
風
の
な
い
東
京
は
ま
る
で
む
し
殺
さ
れ
る
様
な
感
が
あ
り
、
夜
に
入
つ
て
も
坐
つ
て

ゐ
て
さ
へ
ヂ
リ
〳
〵
と
汗
が
滲
み
出
た
、
昨
夜
十
一
時
を
期
し
て
市
内
外
各
警
察
に
就
い
て
調
べ
た
所
は
大
体
次
の
通
り
で

バ
ラ
ツ
ク
街
な
ど
い
つ
も
の

な
が
ら
夜
通
し
ま
ん
ぢ
り
と
も
さ
れ
ぬ
人
々
が
多
か
つ
た

浅
草
（
象
潟
）　　

　
　
　

八
五
〔
約
摂
氏
二
九
・
四
度
〕

千
住
署　

　
　
　
　
　
　
　

八
七
〔
約
摂
氏
三
〇
・
六
度
〕

〔
…
〕

小
石
川
変
電
所
（
東
電
）　

八
八
〔
約
摂
氏
三
一
・
一
度
〕

東
京
駅　

　
　
　
　
　
　
　

八
三
〔
約
摂
氏
二
八
・
三
度
〕
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右
の
引
用
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
一
九
二
四
年
の
東
京
は
六
月
下
旬
か
ら
「
真
夏
に
も
適
し
い
暑
さ
を
示
し
」、
七
月
七
日
に

最
高
気
温
が
約
摂
氏
三
二
・
二
度
を
突
破
し
て
か
ら
、
下
旬
に
か
け
て
二
九
・
二
度
か
ら
三
三
・
六
度）

19
（

の
間
で
推
移
し
て
い
る
。
芥

川
も
こ
の
暑
さ
に
耐
え
ら
れ
な
か
っ
た
と
見
え
、
七
月
一
八
日
刊
行
の
『
黄
雀
風
』
を
見
届
け
て
か
ら
か
、
同
月
二
一
日
付
〔
年

次
推
定
〕
石
川
寅
吉
宛
書
簡
に
お
い
て
、「
二
十
日
夜
半
と
云
ふ
よ
り
も
二
十
一
日
朝
に
近
」
い
時
間
帯
に
「
蚊
帳
の
中
に
て
裸

に
な
り
て
」
仕
事
を
終
え
、「
二
十
二
日
軽
井
沢
の
鶴
屋
と
申
す
宿
屋
へ
参
り
候）

20
（

」
と
、【
図
版
二
】
に
い
う
「
炎え

ん
し
よ暑

の
甚
し
い
東

京
」
か
ら
、
軽
井
沢
へ
避
暑
す
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
そ
し
て
帰
京
し
た
の
は
、
八
月
二
六
日
付
室
生
犀
星
宛
書
簡
に
よ
れ

ば
、
夏
の
終
わ
り
が
近
づ
い
た
八
月
「
二
十
三
日）

21
（

」
で
あ
る
。

　

以
上
に
述
べ
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、【
図
版
二
】
な
い
し
「
長
江
」
の
冒
頭
部
分
に
記
さ
れ
た
「
炎え

ん
し
よ暑

の
甚
し
い
東
京
」
は
、

「
長
江
」
が
発
表
さ
れ
た
一
九
二
四
年
の
夏
頃
の
新
聞
記
事
・
気
象
デ
ー
タ
、
お
よ
び
芥
川
の
書
簡
か
ら
読
み
取
れ
る
情
報
と
一

致
し
て
い
る
。
ま
た
、「
長
江
」
を
掲
載
し
た
『
女
性
』
当
該
号
の
「
編
輯
後
記
」
に
も
、「
暑
さ
」
に
つ
い
て
同
じ
趣
旨
の
こ
と

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、【
図
版
二
】
を
含
め
た
「
長
江
」
冒
頭
部
分
の
二
枚
は
、
間
違
い
な
く
一
九
二
四
年
の
夏
に
執
筆
さ

れ
た
も
の
だ
と
断
言
で
き
る
。

　

と
こ
ろ
で
、【
図
版
一
】
の
解
題
で
言
及
し
た
よ
う
に
、【
図
版
二
】
の
裏
面
で
あ
る
【
図
版
一
】
が
普
及
版
全
集
に
収
録
さ
れ

た
際
に
、
葛
巻
は
「
八
月
田
端
、
家
に
て
」
と
推
定
し
て
い
た
。
と
は
い
え
、「
八
月
」
か
ど
う
か
と
い
う
点
は
ま
だ
検
討
の
余

地
が
あ
る
。
以
下
、
既
出
情
報
を
中
心
に
改
め
て
確
認
し
た
い
。
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繰
り
返
し
に
な
る
が
、「
長
江
」
を
掲
載
し
た
『
女
性
』
第
六
巻
第
三
号
の
印
刷
納
本
日
は
八
月
七
日
で
あ
る
。
一
方
で
、
芥

川
は
七
月
二
二
日
か
ら
八
月
二
三
日
ま
で
の
間
に
東
京
の
自
宅
を
留
守
に
し
て
お
り
、
そ
の
間
は
「
田
端
、
家
に
て
」【
図
版
二
】

の
裏
面
を
用
い
て
葛
巻
に
指
示
を
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
つ
ま
り
、
自
宅
で
指
示
で
き
、
か
つ
『
女
性
』
の
印
刷
納
本
日
以
前

で
あ
る
期
間
は
、
七
月
二
二
日
が
下
限
と
な
る
。

　

他
方
、
上
限
は
と
い
う
と
、
前
掲
「
東
京
朝
日
新
聞
」【
六
月
二
四
日
（
夕
刊
二
面
）】
の
記
事
に
も
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

一
九
二
四
年
六
月
下
旬
か
ら
、
東
京
は
す
で
に
「
真
夏
に
も
適
し
い
暑
さ
」
に
な
り
、
客
観
的
に
見
れ
ば
【
図
版
二
】
に
書
か
れ

て
い
る
「
炎え

ん
し
よ暑

の
甚
し
い
東
京
」
の
範
疇
に
入
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
芥
川
は
六
月
三
〇
日
付
南
幸
夫
宛
書
簡
に
お
い
て
、「
五

月
雨
の
為
、
東
京
は
ま
だ
甚
し
く
暑
く
は
あ
り
ま
せ
ん）

22
（

」
と
記
し
て
い
る
の
で
、
芥
川
が
「
炎え

ん
し
よ暑

の
甚
し
い
東
京
」
と
感
じ
た
の

は
七
月
以
降
と
推
定
で
き
る
。
そ
し
て
前
述
し
た
よ
う
に
、【
図
版
二
】
で
「
堀ほ

り

川か
は

保や
す

吉き
ち

」
に
言
及
し
た
こ
と
は
、『
黄
雀
風
』
の

刊
行
日
で
あ
る
七
月
一
八
日
を
意
識
し
て
い
よ
う
。
そ
の
前
後
に
「
長
江
」
の
冒
頭
部
分
を
仕
上
げ
た
芥
川
は
、
旧
稿
「
長
江
游

記
」
に
朱
を
入
れ
て
「
長
江
」
の
本
文
部
分
に
仕
立
て
直
し
た
後
、
そ
の
ま
ま
朱
筆
で
反
故
に
し
た
【
図
版
二
】
の
裏
面
に
、
葛

巻
に
「
つ
ぎ
貼
り
」
を
指
示
す
る
【
図
版
一
】
を
書
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　

仮
に
右
の
よ
う
で
あ
れ
ば
、
本
稿
〈
推
敲
の
痕
跡
〉
で
未
解
決
だ
っ
た
疑
問

│
【
図
版
二
】
は
「
長
江
」
の
冒
頭
部
分
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
文
の
後
半
に
書
か
れ
る
廬
山
を
中
心
に
、
修
正
が
施
さ
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か

│
は
次
の
よ
う
に
考

え
る
。
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一
九
二
四
年
七
月
頃
、『
女
性
』
に
原
稿
を
依
頼
さ
れ
た
芥
川
は
、
二
年
前
に
書
き
か
け
た
旧
稿
「
長
江
游
記
」
を
読
み
返
し

た
う
え
、
七
月
当
時
の
状
況
に
合
わ
せ
て
冒
頭
部
分
を
書
き
下
ろ
し
、「
長
江
」
と
し
て
発
表
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
前
掲

薄
田
宛
【
書
簡
二
】
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
旧
稿
「
長
江
游
記
」
は
「
廬
山
ま
で
」
し
か
書
か
れ
て
お
ら
ず
、【
書
簡
一
】

で
明
か
さ
れ
て
い
る
当
初
の
執
筆
計
画
「
一
游
記
五
回
乃
至
十
回
」
に
達
し
て
い
な
い
。
事
実
上
「
四　

廬
山
（
下
）」
で
頓
挫

し
た
「
長
江
游
記
」
改
め
「
長
江
」
本
文
部
分
の
、
そ
の
印
象
を
和
ら
げ
る
た
め
に
、
芥
川
は
新
た
に
執
筆
す
る
「
長
江
」
冒
頭

部
分
の【
図
版
二
】に
お
い
て
、と
り
わ
け
廬
山
に
関
す
る
表
現
に
気
を
配
っ
た
。
原
稿
用
紙
七
行
目
の
末
尾
に
書
き
か
け
た「
廬
」

を
含
め
、
八
行
目
の
「
廬ろ

ざ
ん山

を　

漢ハ
ン
カ
オ口

の
薔ば

ら薇
を
」
を
「
漢ハ

ン
カ
オ口

を　

廬ろ
ざ
ん山

の
松ま

つ

を
」
に
直
し
た
こ
と
が
そ
の
表
れ
で
あ
る
。

　

現
存
し
な
い
旧
稿
「
長
江
游
記
」
に
あ
た
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、『
女
性
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
長
江
」
に
よ
れ
ば
、最
終
回
「
四　

廬
山
（
下
）」
に
お
い
て
、「
大
元
洋
行
の
主
人
」
が
語
る
「
香
炉
峰
と
云
ふ
の
も
二
つ
あ
り
ま
す
が
ね
。
こ
つ
ち
の
は
李
白
の
香

炉
峰
、
あ
つ
ち
の
は
白
楽
天
の
香
炉
峰

│
こ
の
ハ
ク
ラ
ク
の
香
炉
峰
つ
て
や
つ
は
松
一
本
な
い
禿
げ
山
で
がマ

マす
。
…
…
…
…
」

と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
呼
応
す
る
よ
う
に
、
最
終
段
落
に
も
「
し
か
し
や
つ
と
辿
り
着
い

て
見
る
と
、
山
風
に
鳴
つ
て
ゐ
る
松
の
間
、
岩
山
を
繞
ら
せ
た
目
の
下
の
谷
に
、
赤
い
屋
根
だ
の
黒
い
屋
根
だ
の
、
無
数
の
屋
根

の
並
ん
で
ゐ
る
の
は
思
つ
た
よ
り
も
快
い
眺
め
で
あ
る
。〔
…
〕
ハ
ク
ラ
ク
の
香
炉
峰
は
姑
く
問
は
ず
、
兎
に
角
避
暑
地
た
る
ク

ウ
リ
ン
は
一
夏
を
消
す
る
の
に
足
る
処
ら
し
い
」
と
し
て
、
ふ
た
た
び
「
松
」
の
話
が
持
ち
出
さ
れ
て
い
る
。【
図
版
二
】
に
お

け
る
「
廬ろ

ざ
ん山

を
」
か
ら
「
廬ろ

ざ
ん山

の
松ま

つ

を
」
へ
の
修
正
は
、
作
品
の
掉
尾
を
飾
る
こ
の
「
松
」
の
話
を
引
き
立
て
る
た
め
の
修
正
で
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あ
ろ
う
。

　

ま
た
、「
廬ろ

ざ
ん山

を  

漢ハ
ン
カ
オ口

の
薔ば

ら薇
を
」
を
「
漢ハ

ン
カ
オ口

を　

廬ろ
ざ
ん山

の
松ま

つ

を
」
に
改
め
る
こ
と
は
、
芥
川
の
実
際
の
経
路
か
ら
外
れ
る

こ
と
も
〈
推
敲
の
痕
跡
〉
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
芥
川
が
あ
え
て
こ
の
よ
う
に
修
正
し
た
理
由
は
、や
は
り
旧
稿
「
長
江
游
記
」

が
廬
山
で
頓
挫
し
た
こ
と
を
意
識
し
、
土
地
勘
が
あ
る
読
者
な
ら
ば
廬
山
の
先
を
期
待
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
と
、
あ
え
て

作
品
構
成
の
見
取
り
図
に
も
な
り
う
る
実
際
の
経
路
に
手
を
加
え
た
と
い
う
こ
と
に
も
な
ろ
う
。

■
「
侏
儒
の
言
葉
」
草
稿
（
小
谷　

瑛
輔
）

　

こ
こ
で
は
【
図
版
三
・
四
】﹇T
0022137-3
﹈
に
示
し
た
資
料
に
つ
い
て
詳
し
く
見
る
。

　

本
資
料
に
は
、
原
稿
用
紙
の
裏
に
、
芥
川
の
字
で
以
下
の
よ
う
に
葛
巻
義
敏
宛
の
指
示
が
書
か
れ
て
い
る
。

コ
ノ
原
稿
ヲ
「
文
藝
春
秋
」
ノ
使
者
ニ
渡
サ
レ
タ
シ　

朝
早
ク
来
ル
ベ
ケ
レ
バ
。
ワ
タ
ス
前
ニ
ヨ
ミ
テ
感
心
ス
ル
コ
ト
ハ
随

意
ナ
リ
。

 

義
敏
小
僧
ヘ

龍
之
介
先
生
よ
り
。
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『
文
藝
春
秋
』
に
寄
稿
す
る
何
ら
か
の
原
稿
に
添
え
た
一
枚
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
龍
之
介
先
生
」
と
名
乗
り
、
内
容
を
読

む
こ
と
を
葛
巻
に
促
し
て
い
る
こ
と
か
ら
は
、
お
遣
い
を
さ
せ
な
が
ら
葛
巻
に
文
学
的
な
教
育
を
与
え
よ
う
と
芥
川
が
試
み
て
い

た
様
子
が
う
か
が
え
る
。

　

こ
の
メ
モ
は
、「
侏
儒
の
言
葉
」
の
草
稿
と
見
ら
れ
る
も
の
の
裏
に
書
か
れ
て
い
る
。

　
　
　
　

又

　

苟
く
も
世
に
処
す
る
だ
け
な
ら
ば
情
熱
の
不
足
な
ど
は
患
へ
ず
と
も
好
い
。
そ
れ
よ
り
も
寧
ろ
危
険
な
の
は
冷
淡
さ
加
減
の
足

り
ぬ
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　

理　

性

　

理
性
は
感
情
の
主
人
で
は
な
い
。
実
は
感
情
の
な
い
時
に
主
人
の
座
を
占
め
て
ゐ
る
だ
け
で
あ
る
。

　

前
半
の
「
情
熱
」
と
「
冷
淡
」
さ
、
後
半
の
「
感
情
」
と
「
理
性
」
と
い
う
の
は
、
重
な
り
合
う
二
項
対
立
に
つ
い
て
述
べ
た

内
容
と
言
え
る
。『
文
藝
春
秋
』
創
刊
号
（
一
九
二
三
・
一
）
の
「
侏
儒
の
言
葉
」
連
載
第
一
回
の
「
一　

星
」
で
、
輝
く
星
が
い

つ
か
冷
灰
の
よ
う
に
光
を
失
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
語
ら
れ
、
生
物
の
生
死
が
そ
れ
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
続
き
、
二
回
目

の
連
載
二
月
号
掲
載
分
「
二　

鼻
」
で
は
、「
あ
ら
ゆ
る
熱
情
は
理
性
の
存
在
を
忘
れ
易
い
」
と
い
う
文
言
が
あ
る
。
こ
の
通
り
、
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「
熱
情
」
と
「
理
性
」
の
よ
う
な
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
あ
る
状
態
と
冷
め
た
／
覚
め
た
状
態
と
の
二
項
対
立
は
、「
侏
儒
の
言
葉
」
の

冒
頭
か
ら
の
主
要
な
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。
連
載
第
二
回
の
「
二　

鼻
」
の
右
の
引
用
部
は
、
熱
情
が
あ
る
と
き
に
は
理
性
が
失
わ

れ
が
ち
だ
と
い
う
こ
と
を
述
べ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
点
で
、
草
稿
に
あ
る
「
理
性
」
の
内
容
と
重
な
る
内
容
で
あ
る
。

　

な
お
、
草
稿
前
半
の
「
又
」
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、
酷
似
し
た
内
容
が
『
文
藝
春
秋
』
一
九
二
五
年
八
月
号
に
掲
載
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
内
容
は
、
関
連
す
る
箇
所
も
含
め
て
引
用
す
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　

女
の
顔

　

女
は
情
熱
に
駆
ら
れ
る
と
、
不
思
議
に
も
少
女
ら
し
い
顔
を
す
る
も
の
で
あ
る
。
尤
も
そ
の
情
熱
な
る
も
の
は
パ
ラ
ソ
ル

に
対
す
る
情
熱
で
も
好
い
。

　
　
　
　

世
間
智

　

消
火
は
放
火
ほ
ど
容
易
で
は
な
い
。
か
う
言
ふ
世
間
智
の
代
表
的
所
有
者
は
確
か
に
「
ベ
ル
・
ア
ミ
」
の
主
人
公
で
あ
ら

う
。
彼
は
恋
人
を
つ
く
る
時
に
も
ち
や
ん
と
も
う
絶
縁
す
る
こ
と
を
考
へ
て
ゐ
る
。

　
　
　
　

又

　

単
に
世
間
に
処
す
る
だ
け
な
ら
ば
、
情
熱
の
不
足
な
ど
は
患
へ
ず
と
も
好
い
。
そ
れ
よ
り
も
寧
ろ
危
険
な
の
は
明
ら
か
に

冷
淡
さ
の
不
足
で
あ
る
。
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草
稿
で
は
、「
又
」
以
前
が
ど
の
よ
う
な
内
容
で
あ
っ
た
の
か
が
確
認
で
き
な
い
た
め
、
実
際
に
『
文
藝
春
秋
』
に
掲
載
さ
れ

た
よ
う
に
「
世
間
智
」
に
続
く
内
容
と
し
て
書
か
れ
た
の
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

　

一
九
二
三
年
一
月
か
ら
一
九
二
五
年
一
一
月
ま
で
と
長
期
間
に
わ
た
っ
て
連
載
さ
れ
た
「
侏
儒
の
言
葉
」
の
中
で
、「
理
性
」

の
価
値
に
は
変
化
が
見
ら
れ
る
。
最
初
の
方
は
、「
理
性
」
は
見
失
わ
れ
が
ち
な
希
少
な
も
の
と
し
て
価
値
が
高
く
見
積
も
ら
れ

て
お
り
、「
侏
儒
の
言
葉
」
と
い
う
作
品
自
体
、
芥
川
が
理
性
の
体
現
者
で
あ
る
こ
と
を
誇
示
す
る
か
の
よ
う
な
調
子
で
書
か
れ

て
い
る
。
後
半
期
で
も
、
本
作
が
理
性
の
体
現
者
の
よ
う
な
立
場
か
ら
書
か
れ
て
い
る
調
子
自
体
に
は
変
わ
り
は
な
い
も
の
の
、

そ
う
し
た
理
性
的
な
立
場
に
対
す
る
自
嘲
的
な
内
容
が
目
立
っ
て
く
る
。
最
も
象
徴
的
な
の
は
、『
文
藝
春
秋
』
一
九
二
七
年

一
〇
月
に
掲
載
さ
れ
た
遺
稿
と
し
て
の
「
侏
儒
の
言
葉
」
の
「
理
性
の
わ
た
し
に
教
へ
た
も
の
は
畢
竟
理
性
の
無
力
だ
つ
た
」
で

あ
ろ
う
。

　

右
に
引
用
し
た
『
文
藝
春
秋
』
一
九
二
五
年
八
月
号
掲
載
分
で
も
、
理
性
や
冷
淡
さ
が
必
要
と
な
る
の
は
「
世
間
に
処
す
る
だ

け
な
ら
ば
」
と
い
う
限
定
が
付
さ
れ
て
い
る
。
逆
に
言
え
ば
、
そ
の
限
定
を
外
せ
ば
、
一
般
的
に
は
本
質
的
に
重
要
な
の
は
理
性

よ
り
も
情
熱
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
点
か
ら
見
れ
ば
、
同
様
の
内
容
が
書
か
れ
て
い
る
本
草
稿
は
、
理
性

の
限
界
を
芥
川
が
考
え
つ
つ
あ
る
一
九
二
五
年
頃
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
一
九
二
五
年
八
月
掲
載
分
の
決
定
稿

成
立
以
前
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
と
、
原
稿
用
紙
が
一
九
二
五
年
の
途
中
か
ら
晩
年
ま
で
用
い
ら
れ
た
タ
イ
プ
の
も
の
で
あ
る
こ
と

を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
あ
る
程
度
時
期
は
絞
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
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草
稿
後
半
の
「
理
性
」
は
、
最
終
的
に
「
侏
儒
の
言
葉
」
に
は
掲
載
さ
れ
な
か
っ
た
。
情
熱
的
、
感
情
的
に
な
り
た
く
と
も
、

ど
う
し
て
も
そ
れ
以
上
に
理
性
的
で
あ
っ
て
し
ま
う
こ
と
へ
の
自
嘲
を
語
る
、
と
い
う
こ
の
時
期
の
芥
川
の
問
題
意
識
に
は
、
合

わ
な
い
一
節
だ
と
判
断
さ
れ
た
た
め
だ
ろ
う
か
。

■
未
定
稿
「
美
し
い
村
」
断
簡
の
翻
刻
と
『
思
想
』
六
月
号
を
め
ぐ
っ
て
（
小
澤　

純
）

　

本
資
料
﹇T

0022137-9

﹈
は
、
原
稿
用
紙
の
裏
面
に
芥
川
に
よ
る
ペ
ン
書
き
で
、
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
あ
る
。

思
想
六
月
号
を
さ
が
□
さ
れ
た
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

龍

義
ち
や
ん

　

芥
川
が
葛
巻
に
岩
波
書
店
発
行
の
月
刊
誌
『
思
想
』
六
月
号
を
探
す
よ
う
に
依
頼
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
普
及
版
全
集
で
増

補
さ
れ
た
書
簡
篇
（
一
九
三
五
・
八
）
か
ら
は
、
葉
書
や
封
書
の
み
な
ら
ず
、
こ
う
し
た
メ
モ
に
よ
っ
て
、
様
々
な
用
事
を
芥
川

が
葛
巻
に
し
て
い
た
こ
と
が
具
体
的
に
わ
か
る
。
た
だ
、
こ
う
し
た
芥
川
家
内
で
の
や
り
と
り
は
、
葛
巻
も
深
く
関
わ
っ
た
普
及



56

版
全
集
に
複
数
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
本
メ
モ
は
採
ら
れ
て
い
な
い
。
書
簡
と
し
て
扱
う
に
は
余
り
に
事
務
的
だ
と
判
断
さ

れ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
指
示
の
あ
っ
た
正
確
な
時
期
を
葛
巻
が
失
念
し
て
し
ま
っ
た
の
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、『
思
想
』
の
ど

の
六
月
号
を
指
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
原
稿
用
紙
の
表
面
の
内
容
を
確
認
し
た
上
で
考
察
し
て
み
た
い
。

　

表
面
は
、
松
屋
製
青
色
罫
二
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
に
、
ペ
ン
書
き
で
右
端
の
一
行
目
か
ら
書
き
始
め
ら
れ
た
も
の
の
中
断
さ
れ
、

四
行
分
の
余
白
が
あ
る
。
な
お
、
文
字
を
挿
入
し
て
い
る
場
合
に
は
〔　

〕
を
用
い
、
原
稿
用
紙
の
行
ご
と
に
「
／
」
を
入
れ
た
。

発
展
す
る
機
会
を
促
進
し
た
。
□
□
鉄
道
は
県
庁
の
／
あ
る
×
×
市
を
浅
井
に
繫
い
だ
ば
か
り
で
は
〔
な
〕
い
。
同
／
時
に

又
〔
彼
是
〕
十
五
里
ほ
ど
〔
を
隔
〕
て
た
東
京
を
も
浅
井
に
繫
い
だ
／
の
で
あ
る
。
浅
井
は
□
□
鉄
道
の
布
〔
敷
〕
設
後
、

見
る
見
／
る
倉
橋
一
郡
の
農
産
物
を
聚
散
す
る
中
心
と
な
り
、
／
ペ
ン
キ
塗
り
の
門
の
あ
る
小
学
校
、
瓦
葺
二
階
建
の
／

　

本
資
料
は
、『
文
庫
目
録
増
補
版
』
一
三
頁
に
も
﹇「
美
し
い
村
」
断
簡
﹈
計
四
枚
の
う
ち
の
「
美
し
い
村
」﹇
未
定
稿
Ⅰ
に
類

似
し
た
断
簡
﹈
と
し
て
二
重
に
記
載
さ
れ
た
よ
う
に
、
新
版
『
芥
川
龍
之
介
全
集　

第
二
十
二
巻
』（
岩
波
書
店
、

一
九
九
七
・
一
〇
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
未
定
稿
「
美
し
い
村
」
の
未
定
稿
Ⅰ
の
一
部
に
類
似
す
る
が
、山
梨
県
立
文
学
館
編
『
芥

川
龍
之
介
資
料
集
』（
山
梨
県
立
文
学
館
、
一
九
九
三
・
一
一
、
以
下
、『
資
料
集
』）
に
は
、
未
定
稿
Ⅰ
の
原
稿
用
紙
八
枚
と
、
未

定
稿
Ⅱ
の
原
稿
用
紙
一
枚
の
写
真
版
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
二
〇
二
四
年
一
〇
月
か
ら
山
梨
県
立
文
学
館
公
式
Ｈ
Ｐ
の
デ
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ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
よ
っ
て
当
該
資
料
（https://digital-archive.pref.yam
anashi.jp/database/detail/216　

閲
覧
日
：

二
〇
二
四
・
一
一
・
二
〇
）
が
カ
ラ
ー
画
像
で
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
参
照
し
た
。
未
定
稿
Ⅰ
の
六
枚
目
を
翻
刻
す
る
。

発
展
す
る
機
会
を
促
進
し
た
。
□
□
鉄
道
は
県
庁
の
／
あ
る
×
×
市
を
浅
井
に
繫
い
だ
ば
か
り
で
〔
は
〕
な
い
。
同
／
時
に

又
彼
是
十
五
里
を
隔
て
た
東
京
を
も
浅
井
に
繫
／
い
だ
の
で
あ
る
。
そ
の
為
に
浅
井
は
穂
麦
の
間
に
白
／
じ
ろ
と
信
号
柱
の

聳
え
た
後
、
見
る
見
る
倉
橋
全
郡
／
の
農
産
物
を
聚
散
す
る
中
心
と
な
り
、
明
治
三
十
五
／
年
頃
に
は
も
う
其
処
此
処
に
瓦

屋
根
も
見
え
る
一
か
／
ど
の
大
村
落
に
変
つ
て
ゐ
た
。
わ
た
し
の
読
者
に
紹
／
介
し
た
い
の
は
丁
度
こ
の
前
後
の
浅
井〔
村
〕

で
あ
る
。
新
／
聞
屋
、
宿
屋
、
運
送
屋
、

│
さ
う
云
ふ
店
は
建
ち
／

　

未
定
稿
Ⅰ
は
、
同
じ
書
き
出
し
な
が
ら
余
白
を
残
す
こ
と
な
く
書
か
れ
、
七
枚
目
へ
と
続
い
て
い
る
。
訂
正
さ
れ
た
言
葉
を
比

較
し
て
も
、﹇T

0022137-9

﹈
の
方
に
直
し
が
多
い
。
未
定
稿
Ⅰ
の
五
枚
目
の
次
に
﹇T

0022137-9

﹈
へ
と
書
き
進
ん
だ
が
、
続

き
が
思
う
よ
う
に
書
け
な
か
っ
た
た
め
、
新
し
い
原
稿
用
紙
（
未
定
稿
Ⅰ
の
六
枚
目
）
に
最
初
か
ら
書
き
直
し
た
と
考
え
る
の
が

妥
当
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
八
枚
目
に
は
、「「
読
売
新
聞
」
の
一
記
者
」
に
よ
る
「
×
×
游
記
」
に
「
桑
畑
の
か
な
た
な
る
小
学
校
さ

へ
ペ
ン
キ
塗
り
な
ら
ざ
る
は
嬉
し
か
ら
ず
や
」
と
記
さ
れ
た
挿
話
が
描
か
れ
、﹇T

0022137-9

﹈
の
末
尾
に
あ
っ
た
「
ペ
ン
キ
塗

り
の
門
の
あ
る
小
学
校
」
と
い
う
記
述
が
変
奏
さ
れ
て
い
る
。
現
在
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
美
し
い
村
」
未
定
稿
類
は
全
て
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松
屋
製
青
色
罫
二
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
だ
が
、
こ
の
二
資
料
が
使
用
し
て
い
る
原
稿
用
紙
は
、
下
部
の
「
Ｓ
Ｍ
」
の
文
字
並
び
も

同
じ
で
、日
本
近
代
文
学
館
所
蔵
の
﹇
そ
の
他
の
断
簡
﹈
に
分
類
さ
れ
た
「
美
し
い
村
」
断
簡
の
原
稿
用
紙
と
は
微
妙
に
異
な
る
。

　

未
定
稿
Ⅰ
の
一
枚
目
は
、
芥
川
自
身
に
よ
る
「
美
し
い
村
」
の
タ
イ
ト
ル
入
れ
と
署
名
も
あ
り
、
未
定
稿
な
が
ら
、
十
分
に
構

想
を
練
っ
た
上
で
書
き
始
め
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。
市
原
善
衛
『
芥
川
龍
之
介 

房
総
の
足
跡
』（
文
芸
社
、二
〇
〇
六
・
五
）
は
、

新
版
『
芥
川
龍
之
介
全
集　

第
二
十
三
巻
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
・
一
）
に
収
録
さ
れ
た
芥
川
の
手
帳
の
「
美
し
い
村
」
構
想

メ
モ
、日
本
近
代
文
学
館
所
蔵
の
他
の
「
美
し
い
村
」
未
定
稿
三
枚
﹇T

0000641

﹈、そ
し
て
「
美
し
い
村
」
着
想
の
源
泉
と
な
っ

た
芥
川
旧
蔵
書
の
石
田
濱
吉
編
『
志
士
之
血
涙　

八
街
紛
擾
史
料
』（
非
売
品
、
一
九
一
〇
・
四
・
七
）﹇A

1470

﹈
を
検
討
し
、
本

書
に
引
用
さ
れ
た
白
鳥
秋
畝
「
危
き
八
街
村
」（『
社
会
新
聞
』
一
九
〇
八
・
三
・
八
）
を
原
紙
に
当
た
り
紹
介
し
て
大
変
参
考
に
な

る
。
本
書
は
ま
さ
に
八
街
村
に
お
け
る
地
主
・
村
長
側
の
搾
取
と
村
政
の
混
乱
、
小
作
人
側
の
村
会
議
員
を
立
て
て
の
反
抗
と
新

村
長
擁
立
、
そ
の
後
の
抗
争
の
曲
折
の
過
程
を
生
々
し
く
記
録
し
、
本
書
を
入
手
し
た
芥
川
が
一
九
二
四
年
二
月
二
二
日
に
八
街

へ
と
取
材
旅
行
を
決
行
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
が
、
旧
蔵
書
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
五
頁
と
一
一
頁
の
二
箇
所
の
上
部
に
ペ
ン

書
き
で
横
線
が
引
か
れ
て
い
た
。

試
み
に
、
錦
島
其
他
本
村
に
土
着
せ
る
も
の
の
所
有
地
二
千
六
百
八
十
丁
歩
が
、
毎
戸
十
丁
歩
を
私
有
す
る
中
農

二
百
六
十
八
戸
に
分
配
せ
ら
れ
、
是
等
の
者
が
悉
く
本
村
に
居
住
す
る
も
の
と
仮
定
せ
ん
か
、
其
多
く
は
皆
所
得
納
税
者
た
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る
べ
け
れ
ば
、
こ
れ
を
最
小
限
に
見
積
も
る
も
、
尚
且
所
得
税
に
対
す
る
村
税
付
加

0

0

0

0

は
、
五
百
余
円
を
得
べ
く
し
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
実
際

0

0

は
千
円
内
外
に
も
昇
る
こ
と
な
ら
ん

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
此
一
時
に
徴
し
て
も
、
本
村
納
税
力
の
大
部
分
が
、
土
着
な
ら
ざ
る
大
地
主
の
犠
牲

に
供
せ
ら
れ
つ
ゝ
あ
る
の
事
実
は
明
瞭
な
る
べ
く
、
換
言
す
れ
ば
、
本
村
細
民
の
汗
よ
り
出
た
る
、
粒
々
辛
苦
の
収
穫
物
は
、

土
地
の
肥
料
に
な
ら
ず
し
て
、
常
に
他
に
奪
ひ
去
ら
る
ゝ
も
の
に
し
て
、
明
治
四
十
一
年
三
月
八
日
付
社
会
新
聞
は
、「
危

き
八
街
村
」
の
題
下
に
、
克
く
其
消
息
を
伝
へ
て
曰
く
。（
五
頁
よ
り
引
用
）

﹇
…
﹈
是
等
の
報
告
提
出
に
関
し
、
官
規
に
よ
れ
る
郡
役
所
の
厳
し
き
督
促
さ
へ
も
、
退
け
て
顧
み
ざ
る
位
な
れ
ば
、
紛
紛

た
る
村
民
苦
情
の
如
き
、
彼
等
に
於
て
は
馬
耳
東
風
も
啻
な
ら
ず
、
甚
し
き
に
至
り
て
は
、
役
場
が
俸
給
を
支
払
は
ざ
る
た

め
、
米
屋
が
納
税
切
符
を
貰
ひ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
自
身
村
税
を
徴
集
し

0

0

0

0

0

0

0

0

、
教
員
の
売
掛
け
代
金
を
差
引
く
等
、
奇
怪
の
事
さ
へ
行
は
れ
、
役0

場
員
が
徴
集
し
た
る
税
金
を
収
入
役
に
納
め
ざ
る
如
き

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
本
村
に
あ
り
て
は
常
套
事
と
な
り
、﹇
…
﹈（
一
一
頁
よ
り
引
用
）

　

五
頁
は
鍋
島
侯
爵
家
が
不
在
大
地
主
で
あ
る
た
め
に
起
こ
る
搾
取
の
仕
組
み
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
箇
所
で
あ
り
、
一
一
頁
は

地
主
側
に
牛
耳
ら
れ
て
村
役
場
が
機
能
し
な
い
状
態
を
克
明
に
描
く
箇
所
で
あ
る
。
市
原
善
衛
は
前
掲
書
で
、「
小
説『
美
し
い
村
』

は
「
志
士
のマ

マ

血
涙 

八
街
紛
擾
史
料
」（
当
時
の
村
長
が
公
金
横
領
で
裁
判
に
か
け
ら
れ
た
時
、
村
長
を
弁
護
す
る
側
に
立
っ
て
書

か
れ
た
も
の
）
を
基
に
書
か
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
冊
子
か
ら
は
『
美
し
い
村
』
の
イ
メ
ー
ジ
が
湧
い
て
こ
な
い
」
と
指
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摘
し
て
い
る
。
た
だ
、最
も
ま
と
ま
り
の
あ
る
未
定
稿
Ⅰ
（
及
び
そ
の
関
連
未
定
稿
で
あ
る
﹇T

0022137-9

﹈）
は
、冒
頭
に
「
浅

井
は
美
し
い
村
で
あ
る
。
い
や
、
今
は
村
で
は
な
い
。
今
上
天
皇
の
御
即
位
と
共
に
町
制
を
布
い
た
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。
同
時

に
又
美
し
い
昔
の
景
色
も
大
半
は
失
は
れ
た
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
」
と
あ
り
、
あ
く
ま
で
、「
○
美
し
い
村
／Proletariat

の
群

に
加
は
り
つ
つ　

し
か
もProletariat

出
な
ら
ざ
る
事
を
苦
し
むloneliness.

」
と
い
う
「
手
帳
８
」
の
メ
モ
（
新
全
集
第

二
十
三
巻
）
で
示
さ
れ
た
登
場
人
物
が
現
れ
活
躍
す
る
ま
で
の
前
置
き
と
考
え
た
方
が
よ
い
だ
ろ
う
。

　

山
梨
県
立
文
学
館
所
蔵
の
未
定
稿
Ⅱ
に
は
、「
浅
井
村
の
大
地
主
の
奥
村
㐂
右
衛
門
」
の
元
に
東
京
か
ら
「
薄
赤
い
紙
に
刷
つ
た
」

「
黎
明
新
聞
」
が
届
く
と
い
う
一
節
が
記
さ
れ
、
日
本
近
代
文
学
館
所
蔵
の
﹇「
美
し
い
村
」
断
簡
﹈
計
四
枚
の
う
ち
の
﹇
そ
の
他

の
断
簡
﹈
一
枚
﹇0003.jpg

﹈
に
は
、「
浅
井
第
一
の
大
地
主
だ
つ
た
」
父
・
清
兵
ヱ
に
「
激
し
い
軽
蔑
を
感
じ
」
る
子
・
清
太

郎
が
配
さ
れ
て
い
る
。『
志
士
之
血
涙　

八
街
紛
擾
史
料
』
に
記
録
さ
れ
た
「
紛
擾
」
を
題
材
に
「
美
し
い
村
」
が
構
想
さ
れ
て

い
た
こ
と
は
、「
手
帳
８
」
と
照
ら
し
合
わ
せ
れ
ば
ほ
ぼ
確
実
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
元
版
全
集
で
は
「
大
正
十
三
年
頃
」
と
推
定
さ
れ
て
い
た
「
美
し
い
村
」
の
執
筆
時
期
が
、
普
及
版
全
集
で
は
「
大
正

十
四
年
頃
」
と
な
り
、
そ
の
後
も
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。『
資
料
集
』
の
海
老
井
英
次
「
解
説
」
は
、「
確
定
は
出
来
な
い
が
こ
の
方

が
妥
当
」
と
し
、「
八
街
へ
の
実
施
調
査
の
成
果
か
、「
浅
井
村
」
の
描
写
も
具
体
的
で
あ
り
、
新
し
い
文
体
の
創
出
も
考
え
ら
れ

る
」
と
評
価
す
る
。
農
民
文
学
に
数
え
ら
れ
た
「
一
塊
の
土
」（『
新
潮
』
一
九
二
四
・
一
）
の
好
評
を
受
け
て
の
二
月
の
八
街
取

材
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
清
兵
ヱ
・
清
太
郎
父
子
の
立
ち
位
置
や
経
済
構
造
を
組
み
込
ん
だ
俯
瞰
的
な
叙
述
な
ど
、
僅
か
な
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が
ら
「
玄
鶴
山
房
」（『
中
央
公
論
』
一
九
二
七
・
一
、二
）
へ
と
接
続
す
る
側
面
も
あ
り
、
ま
た
構
想
メ
モ
か
ら
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文

学
を
意
識
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
取
材
後
、
あ
る
程
度
の
構
想
期
間
を
経
た
一
九
二
五
年
前
後
に
本
資
料
を
含

む
現
存
の
未
定
稿
の
箇
所
が
執
筆
さ
れ
た
と
考
え
る
方
が
腑
に
落
ち
易
い
。

　

そ
れ
で
は
、
本
資
料
の
裏
面
に
記
さ
れ
た
『
思
想
』
六
月
号
と
は
、
ど
の
年
の
六
月
号
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
八
街
取
材
日
以

前
と
い
う
こ
と
は
な
い
の
で
、
一
九
二
四
年
か
ら
芥
川
生
前
の
一
九
二
七
年
ま
で
の
四
号
分
を
調
査
し
た
い
。
葛
巻
へ
の
指
示
に

は
「
年
」
を
記
し
て
い
な
い
の
で
、
指
示
し
た
直
近
に
刊
行
さ
れ
た
六
月
号
の
は
ず
で
あ
る
。

【
一
九
二
四
年
六
月
号
】

「
カ
ン
ト｢

判
断
力
批
判｣

の
成
立
に
関
す
る
考
察
（
承
前
）」
大
西
克
礼

「
天
平
時
代
に
於
け
る
奴
隷
の
価
格
に
就
い
て
」
瀧
川
政
次
郞

「
貨
幣
概
念
に
付
て
」
土
方
成
美

「
ヘ
ル
マ
ン
・
コ
ヘ
ン
に
於
け
る
カ
ン
ト
解
釈
の
発
展
（
承
前
）」
伊
藤
吉
之
助

「
欧
羅
巴
に
於
け
る
東
洋
美
術
研
究
の
課
題
と
方
法
」
グ
ラ
ー
ゼ
ル

「
哲
学
者
と
し
て
の
デ
イ
ル
タ
イ
」
三
枝
博
音

【
一
九
二
五
年
六
月
号
】



62

「
対
象
の
超
越
性
」
西
谷
啓
治

「
ダ
ー
ウ
ィ
ン
以
後
」
松
浦
一

「
オ
ス
カ
ァ
・
ワ
イ
ル
ド
」
工
藤
好
美

「
ゲ
オ
ル
グ
・
ブ
ラ
ン
デ
ス
の
講
演
「
今
日
の
欧
羅
巴
」」
上
野
直
昭

「
坂
口
博
士
の
『
世
界
に
於
け
る
希
臘
文
明
の
潮
流
』
を
読
む
」
山
谷
省
吾

「
オ
イ
ケ
ン
教
授
よ
り
の
来
信
」

【
一
九
二
六
年
六
月
号
】

「
原
始
仏
教
の
根
本
的
立
場
（
下
）」
和
辻
哲
郞

「
幾
何
学
と
空
間
」
戸
坂
潤

「
民
謡
と
し
て
み
た
ソ
ロ
モ
ン
の
歌
（
二
）」
土
居
光
知

「
文
芸
学
上
の
新
潮
に
就
て
（
下
）」
雪
山
俊
夫

「
彫
刻
十
個
条
」
高
村
光
太
郞

「
へ
ー
ゲ
ル
の
学
位
論
文
に
つ
い
て
の
穿
鑿
」
矢
崎
美
盛

「
オ
ー
レ
よ
り
ト
ロ
ニ
ニ
ム
ま
で
」
安
倍
能
成

【
一
九
二
七
年
六
月
号
】
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「
人
間
学
の
マ
ル
ク
ス
的
形
態
」
三
木
清

「
歴
史
と
摂
理
」
三
谷
隆
正

「
ケ
ー
ベ
ル
先
生
の
五
周
年
に
」
橘
糸
重

「
十
六
世
紀
末
に
於
け
る
澳
門
及
び
日
本
の
活
字
出
版
」
岡
本
良
知

「
芭
蕉
誹
諧
研
究
」
山
田
孝
雄
、
阿
部
次
郞
、
小
牧
健
夫
、
村
岡
典
嗣
、
小
宮
豊
隆
、
太
田
正
雄
、
土
居
光
知
、
岡
崎
義
恵

「
外
遊
漫
想
（
二
）」
藤
原
咲
平

「
ア
テ
ー
ネ
の
散
策
」
安
倍
能
成

「
し
づ
か
な
流
」
中
勘
助

　

一
九
二
四
年
六
月
号
は
、
八
街
へ
の
取
材
か
ら
数
箇
月
し
か
離
れ
て
い
な
い
時
期
だ
が
、
次
の
六
月
号
が
出
る
ま
で
に
は
一
年

の
間
隔
が
あ
る
の
で
、
そ
の
間
に
「
美
し
い
村
」
の
未
定
稿
が
書
き
進
め
ら
れ
て
い
た
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
だ
ろ
う
。
大
西
と

伊
藤
の
論
文
は
共
に
カ
ン
ト
に
関
わ
る
。
一
九
二
四
年
四
月
は
イ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
カ
ン
ト
生
誕
二
百
年
に
当
た
り
、『
思
想
』
四

月
号
は
カ
ン
ト
特
集
を
組
み
、
桑
木
厳
翼
「
カ
ン
ト
の
自
然
観
」
を
は
じ
め
一
〇
本
の
カ
ン
ト
関
連
論
文
が
並
ん
だ
。
一
九
二
四

年
六
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
は
「（
承
前
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
四
月
号
の
特
集
に
掲
げ
ら
れ
た
論
文
の
続
き
で
あ
る
。
芥
川
は

「
明
日
の
道
徳
」（『
教
育
研
究
』
一
九
二
四
・
一
〇
）
の
元
に
な
っ
た
講
演
を
「
大
正
十
三
年
六
月
十
日　

第
二
十
二
回
全
国
教
育
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者
協
議
会
に
て
」
行
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
が
、
本
講
演
に
お
い
て
、
芥
川
は
新
カ
ン
ト
派
の
ヘ
ル
マ
ン
・
コ
ー
エ
ン
を
研
究

し
て
い
た
旧
友
・
藤
岡
蔵
六
を
引
き
合
い
に
出
し
な
が
ら
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

﹇
…
﹈
斯
る
例
を
挙
げ
ま
す
れ
ば
、
幾
ら
で
も
あ
り
ま
す
が
私
の
友
達
に
哲
学
を
や
つ
て
居
る
男
が
あ
り
ま
す
。
其
の
男
は

大
学
の
卒
業
論
文
に
、
カ
ン
ト
の
純
粋
理
性
の
批
判
を
書
い
た
位
で
、
ひ
ど
く
や
か
ま
し
い
事
ば
か
り
云
つ
て
居
る
男
で
あ

り
ま
す
。
其
の
如
何
に
や
か
ま
し
い
か
と
云
ふ
例
証
は
、
或
時
私
に
向
つ
て
君
僕
に
ど
う
し
て
も
分
ら
な
い
も
の
は
、
待
合

と
い
ふ
も
の
の
フ
ン
ク
チ
オ
オ
ネ
ン
（
作
用
）
だ
と
云
ふ
。
そ
れ
は
分
ら
な
か
つ
た
に
違
ひ
な
い
。
其
の
男
に
四
五
日
前
に

会
ひ
ま
し
た
ら
、
兎
に
角
カ
ン
ト
の
研
究
者
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
談
直
に
カ
ン
ト
に
及
び
ま
し
た
。
私
は
カ
ン
ト
を
読
ん
で

居
り
ま
せ
ぬ
。
し
か
し
カ
ン
ト
の
事
を
書
い
た
物
は
読
ん
で
居
り
ま
す
。
従
つ
て
カ
ン
ト
の
書
い
た
物
も
読
ん
で
居
る
位
の

顔
は
し
て
居
り
ま
す
。
而
し
て
色
々
議
論
を
上
下
し
て
居
り
ま
し
た
ら
、
友
達
の
言
ふ
に
は
、
僕
は
カ
ン
ト
の
良
心
の
絶
対

命
令
に
疑
問
を
持
つ
、
ど
う
も
吾
々
の
倫
理
的
の
態
度
か
ら
、
幸
福
と
か
快
楽
を
除
い
て
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
さ
う
云
ふ
事

を
捨
る
事
は
人
間
的
で
な
い
や
う
な
気
が
す
る
と
云
ふ
。
此
の
人
さ
へ
此
の
言
の
あ
る
事
は
、滔
々
と
し
て
天
下
が
今
日
迄
、

個
人
主
義
の
道
徳
の
潮
流
に
押
流
さ
れ
て
ゐ
る
証
拠
で
な
い
か
と
思
ひ
ま
す
。

　

芥
川
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
ド
イ
ツ
語
文
献
で
は
、
学
生
時
代
の
桑
木
の
授
業
で
テ
キ
ス
ト
に
使
用
さ
れ
た
と
思
し
き
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﹈
に
カ
ン
ト
を
扱
っ
た
章
が
あ
る
。
ま
た
、コ
ー
エ
ン
／
藤
岡
蔵
六
訳
述
『
コ
ー
エ
ン
純
粋
認
識
の
論
理
学
』（
岩

波
書
店
、
一
九
二
一
・
九
）
も
出
版
さ
れ
て
お
り
、
関
口
安
義
が
『
悲
運
の
哲
学
者
│
評
伝
藤
岡
蔵
六
』（
イ
ー
・
デ
ィ
ー
・
ア
イ
、

二
〇
〇
四
・
七
）
で
取
り
上
げ
た
よ
う
に
、『
思
想
』
は
、
和
辻
哲
郎
に
よ
る
藤
岡
の
翻
訳
へ
の
激
烈
な
批
判
と
藤
岡
に
よ
る
弁
明

の
舞
台
と
も
な
っ
た
。
藤
岡
と
カ
ン
ト
を
話
題
に
す
る
機
会
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
し
、
本
講
演
の
た
め
に
カ
ン
ト
特
集
の
四
月
号
に

目
を
通
そ
う
と
す
る
可
能
性
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
専
門
性
の
高
い
論
文
を
三
号
に
わ
た
っ
て
継
続
し
て
読
む
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
芥
川
が
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
可
能
性
は
、
本
講
演
で
カ
ン
ト
の
道
徳
観
に
触
れ
た
量
の
少
な
さ
か
ら
も
極
め
て
低

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
他
の
論
文
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
デ
ィ
ル
タ
イ
は
学
生
時
代
に
大
塚
保
治
か
ら
学
ん
で
い
る
も
の
の
、
こ

の
時
期
の
芥
川
と
の
関
連
は
管
見
の
限
り
見
出
せ
な
か
っ
た
。

　

一
九
二
五
年
六
月
号
に
は
、
工
藤
好
美
「
オ
ス
カ
ァ
・
ワ
イ
ル
ド
」
が
載
っ
て
い
る
。
工
藤
﹇
一
八
九
八
〜
一
九
九
二
﹈
は
早

稲
田
大
学
文
学
部
英
文
科
出
身
で
あ
り
、
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
英
文
科
出
身
で
『
思
想
』
に
執
筆
機
会
が
多
か
っ
た
土
居
光

知
﹇
一
八
八
六
〜
一
九
七
九
﹈
と
懇
意
で
あ
っ
た
。
芥
川
は
宮
沢
虎
雄
宛
一
九
二
〇
年
五
月
二
五
日
付
書
簡
（
下
書
き
）
で
土
居

の
「
日
本
文
学
を
通
じ
て
見
た
る
文
化
の
展
開
」（『
哲
学
雑
誌
』
一
九
二
〇
・
四
）
を
評
価
し
て
お
り
、
英
文
学
者
の
論
文
に
注

目
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
本
論
文
は
三
九
頁
分
も
あ
る
本
格
的
な
ワ
イ
ル
ド
論
で
、
マ
シ
ュ
ー
・
ア
ー
ノ
ル
ド
や
ワ
イ
ル
ド
の
師

で
あ
っ
た
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ペ
イ
タ
ー
、
さ
ら
に
ラ
フ
ァ
エ
ル
前
派
を
参
照
し
な
が
ら
ワ
イ
ル
ド
の
文
学
・
思
想
の
特
質
を
捉
え
て
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い
く
。
特
に
以
下
の
二
点
か
ら
、
芥
川
が
読
ん
で
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　

第
一
に
、
工
藤
論
文
で
は
、
五
頁
分
に
及
ぶ
「
サ
ロ
メ
」
の
解
説
が
あ
り
、「「
サ
ロ
メ
」
は
真
の
意
味
に
お
け
る
傑
作
で
あ
る
」

と
高
く
評
価
し
て
い
る
点
に
注
目
し
た
い
。
そ
の
続
き
を
引
用
す
る
。

﹇
…
﹈「
ド
オ
リ
ア
ン
・
グ
レ
イ
の
画
像
」
は
そ
れ
が
新
奇
で
あ
る
こ
と
を
や
め
た
時
に
は
読
ま
れ
な
く
な
る
で
あ
ら
う
。「
意

向
論
集
」
は
そ
の
逆
説
が
正
統
の
理
論
に
な
つ
た
時
存
在
の
理
由
を
失
ふ
か
も
知
れ
な
い
。
け
れ
ど
も
「
サ
ロ
メ
」
は
劇
の

興
味
が
人
の
心
を
去
ら
な
い
限
り
一
つ
の
完
成
し
た
古
典
と
し
て
読
み
つ
ゞ
け
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
こ
の
劇
の
な
か
に
は
情

熱
の
暴あ

ら

し
風
雨
が
あ
る
。
一
度
こ
の
暴
風
雨
に
触
れ
る
者
、
彼
等
は
自
ら
手
を
下
し
て
死
ぬ
か
、
兵
士
の
重
い
楯
の
下
に
圧
し

つ
ぶ
さ
れ
る
ほ
か
な
い
。

　

こ
の
論
文
が
発
表
さ
れ
て
か
ら
二
箇
月
後
、芥
川
は
『
女
性
』
八
月
号
に
「「
サ
ロ
メ
」
そ
の
他
」
を
発
表
し
て
い
る
。「
一　
「
サ

ロ
メ
」

│
「
僕
等
」
の
一
人
久
米
正
雄
に

│
」
は
、『
梅
・
馬
・
鶯
』（
新
潮
社
、
一
九
二
六
・
一
二
）
に
「Gaity

座
の
「
サ

ロ
メ
」

│
「
僕
等
」
の
一
人
久
米
正
雄
に

│
」
と
し
て
独
立
し
て
採
ら
れ
た
。
な
おGaity

座
は
、
一
九
二
三
年
九
月
の
関

東
大
震
災
で
倒
壊
し
て
い
る
。
拙
稿
「
芥
川
文
学
の
一
人
称
複
数
〈
僕
等
〉
を
読
む

│
「
海
の
ほ
と
り
」
の
〈
僕
〉
と
〈
Ｍ
〉

を
基
点
に

│
」（『
日
本
文
学
』
二
〇
二
三
・
一
）
で
詳
述
し
た
が
、
一
九
一
二
年
一
一
月
九
日
か
ら
始
ま
っ
た
ア
ラ
ン
・
ウ
ィ
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ル
キ
ー
一
座
に
よ
るGaity

座
で
の
「
サ
ロ
メ
」
日
本
初
演
を
、
一
高
生
だ
っ
た
芥
川
は
久
米
正
雄
、
井
川
﹇
恒
藤
﹈
恭
、
石
田

幹
之
助
の
四
人
で
観
て
お
り
、
そ
の
当
時
の
記
憶
を
振
り
返
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
井
川
は
観
劇
直
後
、
故
郷
の
『
松
陽
新
報
』

に
「
サ
ロ
メ
」（
一
九
一
二
・
一
一
・
二
〇
〜
三
〇
）
を
連
載
し
、『
向
陵
記

│
恒
藤
恭　

一
高
時
代
の
日
記

│
』（
大
阪
市
立

大
学
、
二
〇
〇
三
・
三
）
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
冒
頭
で
は
、「
そ
れ
は
十
日
ば
か
り
前
の
一
と
朝
、
寮
の
室
で
読
書
し
て
居

る
と
、
家
か
ら
出
て
来
た
龍
之
介
君
が
入
つ
て
来
て
、「
君
、
あ
の
今
度
来
る
英
国
の
俳
優
が
ね
、
サ
ロ
メ
を
演
る
ん
だ
つ
て
！
」

と
息
を
は
づ
ま
せ
て
言
つ
た
」
と
始
ま
り
、井
川
が
「
君
行
く
の
？
」
と
訊
く
と
、芥
川
は
「「
行
く
」
と
決
然
と
眼
を
輝
か
し
た
」

と
続
く
。
観
劇
後
、
井
川
は
「
オ
ス
カ
ア 

ワ
イ
ル
ド
が
た
へ
に
も
ゑ
が
き
出
し
た
ま
ぼ
ろ
し
の
美
の
郷く

に

」
と
感
嘆
し
、「
脚
本
の

中
の
ユ
ウ
ペ
ル
ソ
ン
ヌ
で
あ
つ
たSalom

e

は
そ
の
夜よ

か
ら
生
け
る
女お

ん
な性

と
な
つ
て
僕
の
心
に
宿
つ
た
」
と
締
め
括
る
。
一
方
、

芥
川
は
観
劇
か
ら
一
〇
年
以
上
を
経
た
「「
サ
ロ
メ
」
そ
の
他
」
に
お
い
て
、
最
初
は
様
々
に
幻
滅
し
な
が
ら
も
、
年
配
の
女
優

に
ア
ン
デ
ル
セ
ン
／
森
鷗
外
訳
『
即
興
詩
人
』（
春
陽
堂
、
一
九
〇
二
・
九
）
の
ア
ヌ
ン
チ
ヤ
タ
を
重
ね
て
「
羅
曼
主
義
」
が
鼓
舞

さ
れ
て
い
っ
た
記
憶
を
綴
っ
て
い
く
。
期
待
通
り
で
は
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
ゆ
え
に
一
層
、「
僕
の
い
つ
に
な
つ
て
も
忘
れ
る
こ

と
の
出
来
な
い
の
は
あ
の
年
を
と
つ
た
サ
ロ
メ
で
あ
る
」
と
、「
サ
ロ
メ
」
劇
と
の
初
接
触
を
、
青
春
時
代
、「
羅
曼
主
義
の
世
界

に
見
入
つ
」
た
体
験
の
中
核
に
据
え
る
。
同
じ
く
英
文
科
出
身
の
久
米
正
雄
へ
の
目
配
せ
が
あ
る
小
品
が
こ
の
時
期
に
書
か
れ
た

理
由
と
し
て
、
稿
者
は
工
藤
論
文
に
触
れ
た
可
能
性
を
考
え
た
い
。

　

傍
証
と
な
る
の
は
、
芥
川
は
サ
ロ
メ
に
首
を
望
ま
れ
た
預
言
者
ヨ
カ
ナ
ー
ン
を
、「「
サ
ロ
メ
」
そ
の
他
」
で
は
忠
実
に
英
語
発
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音
で
「
ジ
ョ
カ
ナ
ア
ン
」
と
記
し
た
点
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
ワ
イ
ル
ド
は
「
サ
ロ
メ
」
を
フ
ラ
ン
ス
語
で
発
表
し
、
パ
ー
ト
ナ
ー

の
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ダ
グ
ラ
ス
が
英
訳
し
て
い
る
が
、ド
イ
ツ
語
訳
か
ら
の
鷗
外
訳
「
サ
ロ
メ
」（『
歌
舞
伎
』
一
九
〇
九
・
七
〜
九
）

に
し
て
も
、
同
時
代
文
献
を
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
等
で
探
し
て
も
基
本
的
に
は
「
ヨ
ハ
ナ
ア
ン
」「
ヨ
カ

ナ
ン
」「
ヨ
カ
ナ
ー
ン
」「
ヨ
カ
ナ
ア
ン
」
が
多
い
な
か
で
、「
ジ
ョ
カ
ナ
ア
ン
」
は
管
見
の
限
り
、
英
文
学
者
の
厨
川
白
村
「
わ

か
き
芸
術
家
の
む
れ
」（『
三
田
文
学
』
一
九
一
三
・
一
、後
に
『
厨
川
白
村
選
集　

第
三
巻　

文
芸
評
論
』
厨
川
白
村
選
集
刊
行
会
、

一
九
二
五
・
九
）
で
は
使
用
さ
れ
て
い
た
が
、
非
常
に
珍
し
い
用
例
と
言
え
る
。
ま
た
、
芥
川
と
観
劇
直
後
の
井
川
の
文
章
で
は
、

連
載
中
の
表
記
の
揺
れ
も
含
め
て
挙
げ
れ
ば
、「
ヨ
ハ
ネ
」「
ヨ
ハ
ナ
ン
」「
ヨ
ハ
ナ
ア
ン
」「
ヨ
ハ
ア
ナ
ン
」
だ
が
、
一
方
、
工
藤

論
文
で
は
英
語
発
音
の
「
ジ
ョ
カ
ナ
ア
ン
」
が
八
回
使
わ
れ
て
お
り
符
合
す
る
。
芥
川
は
学
生
時
代
に
集
中
し
て
ワ
イ
ル
ド
を
読

ん
で
い
た
が
、『
女
性
』
一
九
二
五
年
八
月
号
に
お
い
て
、
急
に
一
高
時
代
の
「
サ
ロ
メ
」
観
劇
を
話
題
に
す
る
た
め
に
は
、
発

表
直
後
の
工
藤
論
文
の
よ
う
な
き
っ
か
け
を
想
定
し
た
方
が
自
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

第
二
に
、
工
藤
論
文
に
は
以
下
の
よ
う
な
箇
所
が
あ
る
点
に
注
目
し
た
い
。

　
「
デ
・
プ
ロ
フ
ン
デ
ィ
イ
ス
」
の
基
調
を
な
す
も
の
は
悲
哀

│
殆
ん
ど
人
格
化
さ
れ
て
大
文
字
で
書
か
れ
る
ほ
ど
の
悲

哀

│
で
あ
る
。
我
々
は
こ
の
悲
哀
の
要
素
が
、
宛
も
詩
に
於
け
る
畳
句
の
や
う
に
、
一
定
の
距
離
を
お
き
、
常
に
同
じ
深

さ
を
も
つ
て
、
一
篇
を
貫
い
て
ゐ
る
の
を
見
る
。
そ
し
て
こ
の
間
を
点
綴
す
る
よ
り
明
る
い
、
花
や
か
な
、
表
面
に
浮
び
出
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た
要
素
と
し
て
は
、
我
々
は
其
処
に
、
常
に
悲
哀
と
不
思
議
な
一
致
を
な
す
、
浪
漫
主
義
の
総
べ
て
の
意
想
を
持
つ
。

　
﹇
…
﹈
悲
哀
の
あ
る
と
こ
ろ
必
ず
聖
地
が
あ
り
、
悲
哀
こ
そ
は
総
べ
て
の
よ
い
芸
術
の
範
型
で
あ
り
、
同
時
に
試
金
石
で

あ
る
。
ワ
イ
ル
ド
は
今
こ
の
悲
哀
の
霧
を
と
ほ
し
、
悲
哀
の
洗
礼
を
受
け
て
浄
め
ら
れ
た
魂
を
も
つ
て
、
基
督
の
生
活
に
近

づ
か
う
と
す
る
。
基
督
は
、
ワ
イ
ル
ド
に
と
つ
て
、
彼
の
浪
漫
主
義
の
冠
た
る
も
の
で
あ
る
。

　

彼
は
基
督
の
性
質
の
根
底
が
芸
術
家
の
そ
れ
と
同
じ
く
、
強
い
焔
の
や
う
な
空
想
で
あ
り
、
事
実
、
彼
の
位
置
は
詩
人
と

伍
す
る
こ
と
、
の
み
な
ら
ず
彼
の
生
活
そ
の
も
の
が
全
く
詩

│
殿
堂
の
帳
は
裂
け
、
闇
は
遍
く
地
を
蔽
ひ
、
石
は
墓
の
門

ま
で
転
び
出
る
と
い
ふ
恐
ろ
し
い
そ
の
最
後
に
も
拘
ら
ず
、
さ
な
が
ら
牧
歌

│
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
。﹇
…
﹈

　

芥
川
文
庫
に
はO

scar W
ilde, D

e profundis, 15th ed.

﹇London, M
ethuen, 1911

﹈（
邦
訳
『
獄
中
記
』）
が
収
め
ら
れ

て
い
る
が
、
学
生
時
代
以
降
に
集
中
し
て
読
ま
れ
た
か
ど
う
か
は
判
然
と
し
な
い
。
し
か
し
、
工
藤
論
文
が
捉
え
た
ワ
イ
ル
ド
像

に
一
貫
す
る
「
浪
漫
主
義
」
の
一
語
は
、
当
て
ら
れ
た
漢
字
は
異
な
る
が
、
ま
さ
に
屈
折
を
加
え
な
が
ら
も
芥
川
が
「「
サ
ロ
メ
」

そ
の
他
」
に
用
い
た

語
で
あ
る
し
、
最
晩
年
の
「
西
方
の
人
」
に
お
い
て
、「
ク
リ
ス
ト
教
は
ク
リ
ス
ト
自
身
も
実
行
す
る
こ

と
の
出
来
な
か
つ
た
、
逆
説
の
多
い
詩
的
宗
教
で
あ
る
。
彼
は
彼
の
天
才
の
為
に
人
生
さ
へ
笑
つ
て
投
げ
棄
て
て
し
ま
つ
た
。
ワ

イ
ル
ド
の
彼
に
ロ
マ
ン
主
義
者
の
第
一
人
を
発
見
し
た
の
は
当
り
前
で
あ
る
」（「
18　

ク
リ
ス
ト
教
」）
と
捉
え
る
理
解
に
近
接

し
て
い
る
。
ま
た
、「
ヨ
ハ
ネ
の
首
を
皿
に
の
せ
た
も
の
は
残
酷
に
も
美
し
い
サ
ロ
メ
で
あ
る
」（「
34　

ク
リ
ス
ト
の
友
だ
ち
」）
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と
い
う
一
節
も
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
兼
武
進
「
芥
川
『
西
方
の
人
』
の
「
ロ
マ
ン
主
義
者
」
に
つ
い
て

│
ワ
イ
ル
ド
と
の
比

較
に
よ
る
覚
書

│
」（『
桃
山
学
院
大
学
人
文
科
学
研
究
』
一
九
八
一
・
五
）
は
、「
芥
川
は
『
西
方
の
人
』
を
書
く
に
当
っ
て
わ

ざ
わ
ざ
『
獄
中
記
』
の
全
篇
を
精
読
し
た
の
で
は
な
く
」、「
青
年
期
に
読
ん
だ
記
憶
の
揺
曳
の
な
か
」
か
ら
現
れ
た
「
青
春
の
残

響
」
で
あ
り
、「
実
質
は
形
骸
化
あ
る
い
は
空
洞
化
に
近
い
変
容
」
で
あ
っ
た
と
述
べ
る
。
無
論
、「
変
容
」
は
あ
っ
た
に
相
違
な

い
だ
ろ
う
が
、「
い
つ
に
な
つ
て
も
忘
れ
る
こ
と
の
出
来
な
い
」「
羅
曼
主
義
」
を
、
お
そ
ら
く
工
藤
論
文
の
「
サ
ロ
メ
」
理
解
や

ワ
イ
ル
ド
像
を
触
媒
と
し
な
が
ら
再
確
認
し
た
こ
と
が
、「
気
質
上
の
ロ
マ
ン
主
義
者
」（「
僕
は
」、『
驢
馬
』
一
九
二
七
・
二
）
を

自
任
す
る
晩
年
の
創
作
態
度
と
も
繫
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
原
稿
用
紙
の
表
面
の
執
筆
時
期
と
裏
面
の
葛
巻
宛
の
指
示
を
出
し
た
時
期
に
は
、
大
き
な
タ
イ
ム
ラ
グ
は
起
き
な
か
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、﹇T
0022137-5
﹈
の
裏
面
は
ト
ル
ス
ト
イ
『
戦
争
と
平
和
』
を
探
す
指
示
だ
が
、表
面
の
断
簡
は
『
戦

争
と
平
和
』
を
例
に
用
い
る
「
文
藝
鑑
賞
講
座
」（『
文
芸
講
座
』
一
九
二
四
・
一
〇
、一
一
、一
九
二
五
・
四
）
の
草
稿
で
あ
り
、
表

面
と
裏
面
の
書
か
れ
た
時
期
が
離
れ
て
い
な
い
。『
思
想
』
一
九
二
六
年
六
月
号
の
土
居
光
知
論
文
や
、
一
九
二
七
年
六
月
号
に

お
け
る
恒
例
の
座
談
会
記
録
「
芭
蕉
誹
諧
研
究
」
も
芥
川
の
関
心
の
範
疇
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、一
九
二
四
年
二
月
に
取
材
に
行
っ

た
後
、『
志
士
之
血
涙　

八
街
紛
擾
史
料
』
を
参
考
に
し
て
「
美
し
い
村
」
の
冒
頭
部
分
を
書
き
進
め
る
時
期
を
考
え
る
と
す
れ
ば
、

長
く
見
積
も
っ
て
も
二
年
間
、
一
九
二
六
年
六
月
ま
で
に
は
続
き
を
書
か
な
い
判
断
は
つ
い
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
な
お
、

一
九
二
六
年
に
な
る
と
芥
川
は
鵠
沼
で
の
生
活
が
主
に
な
る
の
で
、葛
巻
に
田
端
の
家
で
指
示
を
出
す
機
会
は
極
端
に
減
っ
て
い
く
。
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以
上
の
考
察
か
ら
、
本
資
料
に
お
け
る
「
思
想
六
月
号
を
さ
が
さ
れ
た
し
」
と
い
う
葛
巻
へ
の
指
示
の
内
容
は
、『
思
想
』

一
九
二
五
年
六
月
号
を
指
し
て
い
た
と
推
定
す
る
。

注（
1
）　

葛
巻
義
敏
編
『
芥
川
龍
之
介
未
定
稿
集
』（
岩
波
書
店
、
一
九
六
八
・
二
）
の
「
は
じ
め
に
」
に
お
い
て
、
葛
巻
は
「
昭
和

九
〔
一
九
三
四
〕
年
普
及
版
全
集
を
、堀
辰
雄
と
編
者
の
二
人
が
主
に
な
り
、佐
佐
木
茂
索
氏
の
後
ろ
見
を
受
け
て
、刊
行
し
」

た
と
述
べ
て
い
る
。

（
2
）　

藤
沢
市
文
書
館
『
芥
川
龍
之
介
自
筆
資
料
目
録
（
附
・
葛
巻
家
資
料
目
録
稿
）』、
二
〇
〇
六
年
三
月

（
3
）　

芥
川
龍
之
介
全
集
編
集
委
員
会
「
凡
例
」、『
芥
川
龍
之
介
全
集
』
第
二
一
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
七
年
一
一
月

（
4
）　
『
女
性
』
の
目
次
で
は
、
本
作
は
「
創
作
」
欄
の
筆
頭
で
あ
り
、
題
目
「
長
江
」
の
下
に
は
小
さ
い
文
字
で
「（
小
説
）」

と
添
え
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
本
編
の
大
見
出
し
は
「
長
江　

芥
川
龍
之
介
」
で
あ
り
、
柱
も
「
長
江
（
芥
川
龍
之
介
）」
で

あ
る
。

（
5
）　
『
芥
川
龍
之
介
全
集
』
第
一
九
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
七
年
六
月

（
6
）　

芥
川
龍
之
介
「
長
江
」、『
女
性
』
第
六
巻
第
三
号
、
一
九
二
四
年
九
月

（
7
）　

倉
敷
市
編
著
『
倉
敷
市
蔵　

薄
田
泣
菫
宛
書
簡
集　

作
家
篇
』（
八
木
書
店
、
二
〇
一
四
・
三
）
に
よ
る
と
、
当
該
書
簡
の
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封
筒
裏
に
「
二
月
七
日
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

（
8
）　

注
（
7
）
に
お
い
て
、
当
該
書
簡
の
日
付
は
「
大
正
一
一
年
二
月
二
二
日
〔
年
月
推
定
〕」
と
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
当

該
書
簡
の
初
出
は
薄
田
泣
菫
「
芥
川
氏
の
即
興
歌
」（「
相
聞
」
改
題
『
ス
バ
ル
』
第
二
巻
第
一
号
、一
九
三
〇
・
一
）
で
あ
る
。

（
9
）　

薄
田
宛
書
簡
は
注
（
5
）
か
ら
引
用
し
、
注
（
7
）
も
参
照
し
た
。

（
10
）　

注
（
8
）
に
同
じ
。

（
11
）　

章
瑋
「
芥
川
龍
之
介　

一
九
二
一
年
の
中
国
旅
行
と
「
奇
遇
」
の
虚
実

│
「
絹
帽
子
」
と
「「
雛
」
草
稿
」
の
直
筆
資

料
か
ら
見
え
る
も
の

│
」（『
芥
川
龍
之
介
研
究
』
第
一
五
号
、
二
〇
二
一
・
一
〇
）
に
お
い
て
、
芥
川
の
旧
稿
問
題
を
取
り

上
げ
て
い
る
。

（
12
）　

芥
川
龍
之
介
『
支
那
游
記
』、
改
造
社
、
一
九
二
五
年
一
〇
月

（
13
）　

注
（
6
）
に
同
じ
。

（
14
）　

奥
野
政
元
「
保
吉
の
手
帳
か
ら
」、
関
口
安
義
編
『
芥
川
龍
之
介
新
辞
典
』、
翰
林
書
房
、
二
〇
〇
三
年
一
二
月

（
15
）　

奥
付
、
芥
川
龍
之
介
『
黄
雀
風
』、
新
潮
社
、
一
九
二
四
年
七
月

（
16
）　

奥
付
、
書
誌
情
報
は
注
（
6
）
に
同
じ
。

（
17
）　
「
編
輯
後
記
」、
書
誌
情
報
は
注
（
6
）
に
同
じ
。

（
18
）　

注
（
16
）
に
同
じ
。
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（
19
）　

国
土
交
通
省
気
象
庁
「
東
京
（
東
京
都
）　

一
九
二
四
年
七
月
（
日
ご
と
の
値
）　

詳
細
（
気
圧
・
降
水
量
・
気
温
・
蒸
気

圧
・
湿
度
）」、https://w

w
w
.data.jm

a.go.jp/obd/stats/etrn/view
/daily_s1.php?prec_no=44&

block_no=4766

2&
year=1924&

m
onth=7&

day=&
view

=a2　

閲
覧
日
：
二
〇
二
四
年
一
一
月
二
六
日

（
20
）　
『
芥
川
龍
之
介
全
集
』
第
二
〇
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
七
年
八
月

（
21
）　

注
（
20
）
に
同
じ
。

（
22
）　

注
（
20
）
に
同
じ
。

附
記
：【
図
版
二
】
の
翻
刻
を
除
い
た
引
用
は
、
適
宜
新
字
体
に
改
め
、
ル
ビ
を
省
略
し
た
。
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